  ■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■
  □　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
  ■ 　　     　  　     ごちゃっぺ歌会　第１集 　    　　　　　　　　　　■
　□　　　　　    　　　 ￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣ 　          　　　　　　　□
　■　                  　　　第１回～第１０回        　　　　　　　　　　■
　□                     　　　　　　　　　 　(1994年2月～1995年2月) 　□
  ■                                                                      ■
  □■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□
-NUM-  -R.DATE- -R.TIME- -SENDER-          -CONTENTS-

00011  94/02/14 23:02:40 1628              ごちゃっぺ歌会のお知らせ
　MOKE  殿、どこか上の方では歌会始めなるものをやっているようですが、
　　　　ここいらで、ふぁみり－でもやってみてはと思うのですじゃが？
　Duke  ほう、歌会始めとな。で、なにをやらかすのじゃな。
  MOKE  ＬＩＴＥＲのボ－ドもできたことですし、この際多くの会員に参加して
        もらいたいと思うのでごちゃる。
        季題いや「花題」をつくり、それに対して、俳句、短歌、長歌はもちろん
　　　　都都逸、現代詩、コピ－、近体古体の漢詩、回文、怪文などなどなんでも
　　　　ござれでごちゃる。
　　　　不特定多人数参加の言葉遊びでありまするな。
　Duke  横文字でもよいのか。
  MOKE  わし、英語も古語もわからんけっど、わしのエディタは縦には書けんし、
　　　　まあ、それもいいではないっすか。絵文字でもいいっすよ、難しけんどよ。
　Duke  ふぁみり－の書き込みはただでさえ多いのじゃ。ごちゃごちゃになるがな。
　　　　どうするっち。
　MOKE  締切りまでに、一応オレの所さＭＡＩＬで作品を送って貰ってなや、
  　　　それさ纏めでＬＩＴＥＲボ－ドに一括掲載すっぺと考えでっぺさ。
　Duke  よきに計らえ｡
　MOKE  では
  ■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■
  □　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
  ■ 　　             ごちゃっぺ歌会　の　作品募集    　　　　　　　　　　■
　□　　　　　    　　￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣　　　　　　　　　　　　□
　■　花　題　：　雪が融ける　または　・・・がとける　　　　　　　　　　　■
　□　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
　■　締切り　：　９４年３月１５日　頃　　MAILにて ID:1628 ＭＯＫＥまで　 ■
　□　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
　■　発　表　：　９４年３月２０日　頃　　LITERボ－ドにて全作品掲載予定 　■ 

  □                ↓                                                    □
  ■　　＊　応募作品毎に末尾に必ずＩＤ番号とハンドルを記入して下さい。    ■
  □　　＊　応募とはいっても、賞品、景品などはありません。ゴメン          □
  ■    ＊　とりあえず、コメントなどもしない予定ですので、自分でしてね。  ■
  □■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□
      これだけでは、分かり難いと思うので、はずかしながら私の例を記載します。
　　自分の作品にコメントや批評を加えるのもチョット－・・なんですが、
　　それもよしとしますが、カッコなどで作品とは明らかな区別を付けて下さい。
　　なお、下の例ではＩＤ番号、ハンドルは省略しています。
　　雪解けに　ふたり足跡　淡く消ゆ　（そんな予感、不安はあったのだが）
　　大文字　湯気立て昇る　雪原野　　（あぁ気持ちいい。よくぞ男と生まれけり）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数の季語も気にしない。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　雪模様　アスタリスクで　文溶かす　（ALL CLEAR にはならない、痕跡が残る）
　　蒲団あげ　ぽつんぽつんと　蕗の薹　（まだ、寝ていたい）
　　氷解したわ　貴方の謎が　雪を溶かして　産湯なの　（思い込めば一直線）
　　凍てつく中に春の兆し　　　　　融けなんとみせてさらに融けず
　　凍てつくままに春の温もり　　　諦観とみまごう安らぎの余韻
　　オンザロックにサティの調べ　　時の重さを今さらに思う
    融けぬものは融けずともよし　　流れるものは流れるがよし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（なんとはなしに、気儘に書いてみる）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＭＯＫＥ
-NUM-  -R.DATE- -R.TIME- -SENDER-          -CONTENTS-

00107  94/03/21 07:55:08 1628              ごちゃっぺ歌会　堂々の発表
  ■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■
  □　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
  ■ 　　     　  　      ごちゃっぺ歌会　発表        　　　　　　　　　　■
　□　　　　　    　　　 ￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣ 　          　　　　　　　□
　■　                                                　　　　　　　　　　■
　□　     　花　題　：　雪が融ける　または　・・・がとける  　 　　　　　□
  ■                                                                      ■
  □■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□
　●時間かけ　　問題解いて　　一安心
　　　　　　　　　　答えあわせで　　顔青ざめる
　　　　　　　　　　    　　（テスト中に詠める歌）   1820 まさっち
　●角砂糖　　カップの底に　　吸い込まれ
　　　　　　　　　　紅茶の中に　　広がってゆく
   　　　　　　　　　　　　（午後の一時に詠める歌）  1820 まさっち
   ｰｰｰ   ｰｰｰ   ｰｰｰ   ｰｰｰ   ｰｰｰ   ｰｰｰ   ｰｰｰ   ｰｰｰ   ｰｰｰ   ｰｰｰ   ｰｰｰ   ｰｰｰ
今回の花題は”雪が融ける　～がとける”ということだったので、
問題が解ける、砂糖が溶ける、という観点から詠んでみました。
自分で批評をつけるのは、気が引けるのですが、２番目の歌は、
”とける”という直接的な表現を使ってないので、自分では結構気にいってます。
１番目の歌は、まあ、テストのとき自分では出来たと思った問題が、
テスト終了後、友達と話をしていて間違いに気づいたときの気持ちを
簡単に詠んでみました。
　　　　　　　　　　　　　ＩＤ：１８２０　　ハンドル：まさっち
　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
【オプション　スラッシュＰ　で雪をポリゴン表示】　感情。
フリーウェアのゲームをダウンロードした。早速付属のドキュメントを覗いてみると
ｏｐｔｉｏｎ．．．
　／Ｐ　雪をポリゴン表示します。ゲームスピードが若干速くなりますので
　　　　３８６，２８６などを搭載した機種をお持ちの方に有効です。
　とあったので、早速／Ｐを付してゲームをブートした。タイトルでゲームスタート
にカーソルをあわせてリターンキーを一発、窓から外を覗いて見たら確かにポリゴナ
イズされた雪が空から降って来た。ディスプレイを振り返ってみると俺のＰ７を積ん
だマシンでは速すぎてゲームになっていないようだ、何が動いているのかさっぱり解
らない。多分ＥＳＣを押した後にＱでゲーム終了だと言う事は容易に想像が付いたの
でＥＳＣを押してみると、画面にポーズがかかって何やらグラフィックテキストが表
示された。
　「牛よりも存在価値の無い奴等が牛を殺して食っている」
　一体どんなゲームなんだと疑問に思いポーズを解除しようと再度ＥＳＣを押すと、
今度はディスプレイに
　「弱肉強食」
　と表示された。何なんだ一体、と思い、また、ＥＳＣを押すと
　「医学の進歩と言う名目の元に奴等は人間が死ねない努力を続けている」
　「医学進歩」
　「自殺志願者を弱者呼ばわりする自らの命も絶てない奴等がこの世を支配している」
　「自殺志願」
　と表示された。
　一体なんなのだろう？漢字４文字の言葉はそれぞれゲームのタイトルだったりする
のだろうか？「奴等」とは誰の事なのだろう？このゲームのストーリーに関係の有る
ことなのだろうか？ゴチャゴチャと頭の中で疑問に思いながら最度エスケープすると
今度はＯＳに抜けてしまった。ディスプレイには
bye. (c)1994 Rental.

とだけ表示されている。リブートしようとｄｉｒすると、アーカイブもドキュメント
もすべてのファイルが削除されてしまっている。アンデリートをかけようとしたが、
そのファイル達が存在したと言う痕跡もない。
　窓から外を見てみるとポリゴンな雪は積もり、白く角張った雪山さえ出来上がって
いる。
　「雪って言ってもポリゴンだからなあ。角張ってるしなあ。落ちたら痛そうだな」
　そんなことを考えながらマシンをオフにした。
　ポリゴンな雪はどうやって溶けていくのだろう？僕には解らなかった。
                                                １６８４　　感情
　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
　　　圧縮で　アップする野望　３ｋに溶け　　　　　１６２８　ＭＯＫＥ
　　二の句がでない。　時間いっぱいがんばったが、ひとつだけでした。
　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
　　作品をくださった複数の(ｳｳ ｸﾙｼｲ)皆様、ありがとうございました。
                                                            ＭＯＫＥ (^ο^)
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00142  94/04/23 18:58:25 1628              ごちゃっぺ歌会  第２弾
  ■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■
  □　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
  ■ 　　     　  第２回　ごちゃっぺ歌会　作品募集   　 　　　　　　　　　■
　□　　　　　  　￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣　　　　　　　　　　　　□
　■　花　題　：　雨　音　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
　□　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
　■　締切り　：　９４年５月２５日　頃　　MAILにて ID:1628 ＭＯＫＥまで　 ■
　□　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
　■　発　表　：　９４年６月　１日　頃　　LITERボ－ドにて全作品掲載予定 　■
  □                ↓                                                    □
  ■　　＊　応募作品毎に末尾に必ずＩＤ番号とハンドルを記入して下さい。    ■
  □　　＊　残念ながら、賞品、景品などはありませんので、御勘弁を。　　    □
  ■    ＊　とりあえず、コメントなどもしない予定ですので、自分でしてね。  ■
  □                                                                      □
  ■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■
　　　花題をいろいろ考えてみたが、どうも奇を衒ってしまう。(>_<;

　　思いつくままが一番いい。
    昼間は晴れていたが、今になって雨が降り出した。屋根でぱらぱら音がする。
　　雨樋には鳥が木の枝などでいたずらをしているようで、その辺りから、
　　ポットン、ポットンと雨滴が落ちる。
　　ぱらぱらぽっとん、ぱらぱらぽっとん、ふぁみれどしどれみふぁ、ときている。
     参考資料案内
     ;INF   No.00011     ごちゃっぺ歌会開催の趣旨といきさつ
     ;LITER No.00107     第１回　ごちゃっぺ歌会　作品
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＭＯＫＥ
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00182  94/06/01 20:09:32 1628      Or      第２回　ごちゃっぺ歌会　発表
  ■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■
  □　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
  ■ 　　     　  　第２回　ごちゃっぺ歌会　発表      　　　　　　■
　□　　　　  　　 ￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣　         　　　□
　■　                                                　　　　　　■
　□　 　　　　　     花　題　：　  雨　  音　　　　  　  　 　　 □
  ■                                                  1994.6.1    ■
  □■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□
 歌会の参加作品を書いて見ました。歌というからには、歌でしょう。
 皆さんが、今までボードに発表してきたような散文詩は私には書けな
いので、短歌の形式で書かせていただきました。
　その１
 　　　雨の音　揺れる人波　ビルの風
 　　　夏の香りに　むせる我が街
コメント:言葉のラフスケッチと言う事で情景を思い浮かべて見ました。
　その２
 　　　鉄屑と　笑わば笑え　 雨音と
　　　 共に歌いし　我は空缶
コメント:メルヘンだなあ。擬人化好きです。
　その３
　 　　雨の音　カフェーの香り　手紙の字
　　　 君の笑顔を　雲の間に間に
コメント:どうとでも読める恋の歌ですね。手紙を送るのか、もらっ
         たのか。別れ話か、ラブレターか。好きなように読んで
         ください。
いいわけ:詩は苦手なんですよ。何だか。書ける人は凄いと思う。
         本当に。
         個人的には、詩=写真、小説=映画というイメージがあるの
         で、そのまま、風景写真のような詩が好きですね。
 どれか一つでも、気に入っていただければ幸いです。
　　ID:1273 ／ＳｙＤ和尚(SyD-Osyo)

################################################################

どうもＴＯ－Ｙです。僕も歌会にいれて下さいね
それでは、詩を書きます
          雨音
　　　　　　　　　　　　　　高坂冬威　
　 listen to raindrop

　 いつも車の中で聞く雨音
 　周りの音をいつしか消し去る
 　フロントガラスにはじけて落ちる雨滴
 　君の声さえも忘れ去る
 　いつも通りなれた道なのに
　 いつしか違う道になる
 　君は今、何をしているのだろう
 　この空間に一緒にいたい
 　すべてが消え去る前に
 　sprinkling of rain

　雨雲が去っていくなかで
　少し寂しい気持ちを抑えて
　車の外に出る
　そして君をむかえに行く 

----------------------------------------------------------------------

　雨音ということですね。
　いつもかんじてることは、雨が降ると、その雨音で車の騒音などが
　消え去ってしまったような気がします。その雨の音だけを聞いてると
　何だか僕は、おちついてしまいます。だから、雨の日は、けっこう好きです
　あと、ちょっと英語をいれてみたかったので、いれてみただけです。
　あまり気にしないでください。(^^;　　　１８５４　ＴＯ－Ｙでした
######################################################################

　　　東海道本線を降りるとホームは雨の匂いで満ちていた。ＪＲ横浜駅、その日は
　　某外食産業の第１次面接の為私はここへやってきたのだった。
　　　雨に霞む向こうに横浜線のクリーム色が見えた。
　　　『そういえば、あの日も雨だったなぁ・・・。』
　　私はかつて横浜線に乗った経験がある。大学受験、あの頃は夢に燃えていた。冬
　　の雨、駅前サウナ・・・冷たさと満員電車と薄暗い部屋の中で私は科学者を夢見て
　　いた。
　　　だが、今日は違う。
　　シトシトと降る春の雨は街をしっとりと濡らし、アスファルトは黒く鈍く光って
　　いた。暖かい春の雨はすべてを淡く包んでいた。
　　　傘に音も無く雨が降る。そのしなだれを見ながら、私は夢と現実、そしてその間
　　に揺れ動く自分の心を感じていた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和泉 悠一
                                      　　　　　１７４２（きょくせん）
########################################################################

　　　祖父の荼毘　雨音を呑む　石器　　　　　　１６２８　ＭＯＫＥ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　はるか昔の記憶に残る情景
　　　　　　　　　　　　　　　　　　人の死は悲しみを誘うと同時に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　安らぎを醸し出すもの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　石器とは火葬場の庭に置いてあった
　　　　　　　　　　　　　　　　　　40cm立方程の石の上面に、深さ2cm位に
                                    四角に穿いてある庭石のようなもの
　　”””””””””””””””””””””””””””””””””””

　　　雨音めの味付け海苔　　　　　　　　　　　１６２８　ＭＯＫＥ
　　　　　　　　なﾊ ～んちゃって　　ええぃ！これが歌か！　いえ、今流行りの
                                    コマ－シャル駄洒落です　m(_!_)m

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナニ、そんなのはやってないって？
　　”””””””””””””””””””””””””””””””””””

　　　　　　　　　　　ﾐｸﾞｼ  ｽ          

　　　亜麻色の　乙女の美髪　梳き解かれ 

                                              わたしゃ戯れ歌が大好きよ
　　　水無月の風　香りたつ　                  一応雨音が聞こえてるでしょ？
　　　花も咲くらん　公子も錯乱　（字余り）      １６２８　ＭＯＫＥ
#######################################################################

　　　　●　つくばねの　みねのわかばを　とうあめの
　　　　　　　　　　　　　　おとぞつもりて　たきとなりぬる
　　　　●　焼き肉を　食うときゃやっぱり　甘ダレだ
　　　--------------------------------------------------------------

　　　　１番目の歌は、山に降る雨の小さな音も、やがては集まって小さな
　　　滝を作っている。という情景を歌ってみました。
　　　　解釈
　　　”つくばねの　峰の若葉を　訪う雨の
　　　　　　　　　　　　　音ぞつもりて　滝となりぬる”

　　　　筑波山の峰の若葉を濡らす柔らかい春雨の音は、聞こえないほど小
　　　さい音ではあるが、やがてそれも集まって、小さな流れとなり、細い
　　　滝の音となって聞こえていることよ。この先、大きな川となって流れ
　　　ていく様子まで彷彿とさせる歌である。
　　　　蛇足となりますが、技術的には、
　　　　”つくばねの”は、”峯”にかかる枕詞で、今回は筑波山と、かけ
　　　てあります。また、”つくばねの　峯の”の部分はナ行の言葉が多用
　　　されていて、流れるような語感を作り出しています。さらに、”訪う
　　　雨”は、しっとりと降る雨の感じを出しており、やがてそれが、”音”

　　　に変わるあたりで、視覚から聴覚への変化を出しています。
　　　　最後に、”音”と、”なる”で、縁語を作っています。
　　　　私自身は筑波山には登ったことはありませんが、私の実家の近くの
　　　蔵王のことを思い浮かべて読みました。私の姉に、古典文法を聞いて、
　　　何度も推敲して作った歌です。自分も気に入ってる歌ですので、皆さ
　　　んもゆっくり鑑賞してみて下さい。ちょっと技巧的になり過ぎている
　　　という批判もあるとは思いますが、気持ちを表現していく中で、平安
　　　人のように、さりげない感じで、縁語とか入れたいなぁと思いました。
　　　　”係り結び”も使ってるし受験生は必読ですっ！！（笑）(^^;

　　　　２番目の歌は、しゃれです。”アマダレ”を読み込んだだけです。
　　　今回の花題を”あまだれ”と勘違いしたので、こうなってしまいました。
　　　１番目の歌とのギャップに笑って下さい。
　　　　私の姉にこの歌会のことを話しましたら、何か作って
　　　私に伝えると申しておりますので、そのときは、代理
　　　アップということで、メールします。
              　　　　　　　　　　　　　　　１８２０　　まさっち
#####################################################################

   　みなさん、前に言った通り、私の姉が、ごちゃっぺ歌会用の
     作品を手紙で送ってきたので、代理アップさせていただきます。
    ------------------------------------------------------------------

    　　●　仰ぎみれば　　みどりしたたる　　枝枝に
    　　　　　　　　　　　　　　　光とらえる　　夏のあまだれ
    ------------------------------------------------------------------

    【解説】
    　初句字余りです。大きく詠いだしたつもりなのですが、どうでしょうか。
    「したたる」、直接は「みどり」ですが、もちろん「あまだれ」も。
    「みどりしたたる」に、夏の強い日差しを感じてもらえたら嬉しい。
    ここまで上の句、字句通りです。分かりにくいところはない筈。
    下の句の情景は、説明してしまうとひたすら簡単なのですが、
    一雨通り過ぎて葉っぱの先とか枝とかに滴がついているでしょう、
    陽が射すとその滴が光を受けてきらきら輝く、そういうことです。
    「もちもちの木」（確か、子どもが夜外に出てみたら、お星様が木の枝に
    降りてきてた）か、イルミネーションをたくさんつけたクリスマスツリー
    みたいに。実際、プリズムになるので、いろいろな色の光が踊って
    いるんですよ。
                                                  あ・い
    ------------------------------------------------------------------

    　以上です。歌、解説ともに、姉が送ってきた文そのままです。
    姉に、花題を間違って伝えてしまったために、姉は、花題を
    「あまだれ」と思って作ったものです。でも、歌にはあまり影響してない
    のではないでしょうか。ﾄ､ﾜﾀｼﾊｵﾓｯﾃｲﾙ(^^;

    　最後に、「あ・い」は、姉のハンドルネームです。ｿﾉｳﾁ ﾓﾃﾞﾑ ｶｳﾉｶﾅ?

　　　　　　      　　　1820  まさっちさん の代理アップでした。
                        一日も早く「あ・い」さんが会員登録されることを
                        首を長くして待ってます。        ［註:ＭＯＫＥ］
########################################################################

【或る退屈】                            １６８４　 感情。(1994/05/21-22)

　ここはアパート。一人暮しを始めてもう、一年と、少し。
　「頬にぃーこぼれーたぁーのはー　なみだぁじゃなくーこなゆきぃーさぁ」
　流れるメロディにあわせて馬鹿みたいに大声で歌っている自分に急に呆れてＣＤを
ストップする。しかし、そうして訪れたのは期待した静寂ではなく「ザー」と言う雨
音。
　「雨か？」多分その疑問を肯定する結果になるだろうと解ってはいながらも窓を開
ける。「雨か・・・」空を見上げた俺の目は、次に向かいの乾物屋の軒先で雨宿りを
している女性を見つけた。年の頃は２５、６？化粧っけの無い顔、後ろで無造作に束
ねた黒髪、真白いポロシャツに灰色がかった黒のソフトジーンズ、手には布地のヘリ
オトロープのハンドバッグ、足には白地に水色のラインの入ったテニスシューズ。顔
は、今人気のある女優に似ている。ホラ、何と言ったっけ？ナショナルのＣＭに出て
る・・・。とにかく結構な美人だ。
　窓はそのままにプレイヤに違うＣＤをセットする。馴染みのメロディが流れ始め、
やがて「優しい木曜日」。軽快なピアノにあわせて流れるアコーディオンにフルート、
そして歌い出す。「優しい雨の中を、何時間も歩いて　退屈な噂話、繰り返してた」
美しいメロディに乗せられて思わず口ずさんでしまう俺。
　今日は日曜日、この女性は今まで何をしていたのだろう？彼氏とデート？いやどう
もそう言う風には見えない、格好からして・・・。テニスシューズを履いているから
友人と遊び程度にテニスでもしていたのだろうか？それならこのファッションも肯け
る。しかしこの辺にテニスコートなんてあったかな？あ、Ｕ大学の中にはあるだろう
な、きっと。でも大学生には見えないなあ。なんか所帯じみてる。結婚してて子供で
もいるような雰囲気。いや所帯じみてるとは言わないか？なんて言うか結構しっかり
した雰囲気。うーん、なんて言い表したらいいのか解らないけれど、まあ大人の女性っ
て事か？子供じみた所の無い。そして化粧っけがなくとも十分に美しい。そんな訳で
その女性に意味もなく興味が沸いてしまったと言う事だ。
　雨は止みそうにない。まだその女性は雨宿りをしながら行き交う車を目で追ってみ
た空を見上げてみたりとキョロキョロとしている。雨宿りをしている訳ではなく、誰
かを待っているのだろうか？それにしても乾物屋の前で待ち合わせなんて少し変だけ
れど・・・。でもしかし少なくとも１時間以上は待っている事になる。すっぽかされ
たのだろうか？いやまてよ、この格好は待ち合わせて出かけると言う感じではない。
やはりテニスの帰りで誰か・・・恋人、夫、家族？にでも迎えに来てもらう筈なのだ
ろうか？しかしそれでもおかしい気がする。迎えに来てもらう筈なら、ここまでただ
ぼうっと雨宿りしている事はないのでは？電話をしてみたり、諦めてバスに乗ってみ
たり、タクシーを拾ってみたり・・・。よっぽど家が遠いのだろうか？バスに乗ろう
にも土地感が全くないのだろうか？でもそんな土地感の無い人がこんな所で待ち合わ
せをするか？しないだろう。もしＵ大学でテニスをしていたならばＵ大学で待ち合わ
せるだろう。と言う事はだ・・・この女性はこの辺りの土地感を持っていると言う事
になる。しかし待てよ、土地感を持っているにしてもなぜ駐車場もない乾物屋なのだ
ろう。待ち合わせている人物と何か共通した思い出（？）を持つ場所と言う事か？い
や待てよ、何故こんな絶対解りようの無い事を俺はさっきから考えているのだろう？
　曲は「ハレルヤ・ハレクリシュナ」に変わった。
　あれから約三時間。午後５時２５分。雨が小降りになって来た。ザーと言う雨音は
消え、微かにポツリポツリと。その女性はしきりに空を見上げている。雲が途切れて
来た。そして雨は上がった。女性は歩き出す。やがて視界から消えた。
#########################################################################

　　前回の倍以上にものぼる大勢の皆様から作品をお寄せ頂きました。
　誠にありがとうございました。
　作品をじっくりと味わって頂ければ幸いです。
　　頂いた作品に改行など若干の編集を加えたものもありますが、傷はつけて
　いないつもりではいます。でも、もし、作者の意図に反したものがありましたら、
　ＭＡＩＬなどにて、ご遠慮なく指摘をお願いします。
　ところで、私が使っているテキスト画面は１行で全角３９文字が表示されますが
　一般的なもので最小のものは何文字位なんでしょう？
　　
　　複数の作品を寄せて頂く場合、どんなに短いものでも、１作品ごとにＩＤと
　ハンドルを付けるようにお願いします。というのは、作品の並び順を編集して、
　全体の流れを、より面白いものにしてみたいなどという、大それた考えも
　もっておりますので。(*^_^*)

　　今回は間に合わなかったけれど、次回は必ず・・・というＭＡＩＬもありました。
　次回も楽しみですね。
　　　　　　                　　またやるぞ　ごちゃっぺ歌会　ＭＯＫＥ (^_^;
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　　キ－ボ－ドのお世話になっていない人はいないでしょう。
　そのうち、マイクに声をかけるだけで入力できるようにもなるのでしょう。
　さらには、ヘルメットのようなものを被って、ウダウダと思考を巡らすだけで、
　コンピュ－タが対応してくれるようになるのでしょうか？
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00261  94/07/01 21:52:18 1628              第３回  ごちゃっぺ歌会  発表
  ■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■
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 ﾏｽﾞﾊﾃﾊｼﾞﾒﾆ
　　キ－タイプ　君は仮名かな　Ｒかな　　　　　　　　（駄句～ン）
---------------------------------------------------------------------------

　　ＪＰＥＧだ　Ｈ画像だ　キ－タイプ　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　この方面のタイピングはすごく速い(^^;

---------------------------------------------------------------------------

　　両手指　数字打ち込む　貧乏人　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　      　　TOWNS用は購入当時、定価で
　　　　　　　　　　　　　　　      　　　テンキ－付き　\30,000.-

                                          テンキ－なし  \10,000.-  でした｡
                                          結局「なし」を選んでました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でも、なして、３倍もすんの？
----------------------------------------------------------------------------

　　絵筆振り　空に歌おう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　歌の形式は仏足石歌 575777

　　想うまま　フィンガーマジック　　      　形だけ整えて喜んでるのは
                                          　仏典読みの仏知らずともいう
  　ボクは陽気な　マルチメディアン 　　     ｱﾚ  少しチガッタカナ (^_^;

                            ﾍｰｲﾍｲ               　　　　　　　　　　　　　　
                                         　 どなたか曲をつけて欲しいな、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と言うは余りにふてぶてしいか？
----------------------------------------------------------------------------

　 変だ！おかしい！不調だ！　正調にもって行けない (+_+;

   どう見ても一流の歌人ではない。川柳の暇人だ。-------------(-_-)

   花題の字句を使っていない作品が我ながら多い。ﾌｨﾝｶﾞｰﾏｼﾞｯｸはｷｰﾎﾞｰﾄﾞに通ｼﾞﾙ?

　 花題の意義から逸脱してないつもりだが、はたしてこれでいいのだろうか｡
                                              　　　　１６２８　ＭＯＫＥ
############################################################################

　　　　　　「キーボードの思い出」　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和泉 悠一　　　　　
　　　　　　　
　　　　私が始めてキーボードというものに触れたのは小学校の頃だったろうか。
　　　近所の女の子の家は電気工事を生業にしており、そのおじさんが購入した
　　　ＰＣ－６００１ｍｋⅡが私の初めて触れたパソコンだった。食事時に押し
　　　かけて呆れ顔をされながら私は持参したポプコムのプログラムを打ち込ん
　　　でいたものだった。
　　
　　　　それから１２年、今私はこうしてキーを叩き続けている。
　　　　しかし彼女達は今もういない。彼女の家は私が高校に上がった頃引っ越し
　　　ていった。話に聞けば仕事が余り順調ではなかったそうだ。その姉妹ももう
　　　年頃だろう。あの頃いっしょに遊んだ妹たちももう大人びていることだろう。
　　　　そして彼女たちもまた私の知力の及ぶものではなくなった。
　　　彼女たちはあの頃の遥かな存在だったＦＤＤを身につけ、あの頃想像もしな
　　　かったＨＤＤやＭＯといったばけものを要求する。メモリーが足らないと拗ね
　　　ＰＣＭボードを着けてくれなきゃいやとだだをこねる。
　　　　深夜のテレビでは我が侭なコギャルやイケイケと呼ばれる少女たちが我が
　　　世の春に謳歌する。私は彼女たちを見つめながらまた彼女と戯れながら妹た
　　　ちの今を思う。
　　　願う事ならば彼女達だけはあの頃のままで、あの時の純粋さのままで今もあっ
　　　てほしい。今もかわらずいてほしいと思うのは私の我が侭なのだろうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７４２　きょくせん
##############################################################################

    えーっと今回の花題は「キーボード」でしたね。
        色々考えたのですがなかなか思い浮かばなくて、結局上手くできないままの
        アップとなってしまいました。とにかく、皆出席をめざそうと言うことで、
        アップさせていただきます。
------------------------------------------------------------------------------

       ●　画面見て　打てば上手く　いくものの
           　　　　　　　　　　　　　見なきゃこうなる　「￠￡％＃＆＊＠§」
           ●　君の瞳を　いつの日にかは　ぼくに向けたい
           　　　　　　　　　　　　　思いのたけを　どう伝えよう。
------------------------------------------------------------------------------

　　１番目の歌は、ブラインドタッチの出来ない方は見て共感して下さい。（笑）
　　ブラインドタッチの出来る方は、昔自分もそうだったと懐かしんで下さいまし。
　　そんだけです。
　　２番目の歌は、何処にキーボードの花題が入っているのだと言う方もいると
　　思いますが、良く見て下さい。折り句として「きいぼおど」が入っております。
　　だから何だと言われましても・・・(^^;

　　今回は以上です。
                                          1820  まさっち
###########################################################################

＞和泉 悠一さん　 成人した彼女たちと街でバッタリ出会ったら？
　　　　　　　　マックのパフォ－マ、Ｆｒｅｓｈ　ＴＶ、それとも---------

　　　　　　　　クレイのスパコンになってたら、とっても困るだろうな(^！^)

　              ボクだったらアミ－ガがいいな、ラテンの赤い情熱 (*^_^*)

＞まさっちさんの第１首　  ＯＦＦ会で是非読唱して下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　  　　最後ン所、大幅に字余りだじょ 　ｵｲｵｲ 

                ＞とにかく、皆出席をめざそうと言うことで、
　　　　　　　　　　胸に染み入るおひとこと  (>_<;;;; ｶﾝﾙｲ ｶﾝﾙｲ
  ごちゃっぺ歌会は３回を数え益々好調、どれをとっても珠玉の作品ばかりだ。(^♪^)

　花題がチョット難しかったという噂もあるので、次回は歌や詩が湧き出る泉のような
　ものにしよう。　　　　　　　　　　　　　　　　　ごちゃっぺ歌会　ＭＯＫＥ
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　　どうじゃ、参ったか。これほど楽な花題もそうはないじゃろが。
　歌に歌われた題材としては、きっと５本の指に入るじゃろ。
　数多くの皆様のご参加をお待ちしてます。　　　星組一同
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  ■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■
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【Planet the Earth A.D.1994】：・：感情。
　夜空に浮かび輝く　無数の星達よ　一体何の為に　お前達は存在する。
　このコスモスに　我々地球人以外　生命が存在しないのなら
　我々以外に見上げる者が存在しないのなら　我々の為に？
　これから生まれる　新たなる生命の為に？
　或るいは　新たなる生命を　産み出す為？
　それとも　自らの　為に。
　星達よ　何故に　浮かび輝く
　我々の為　未知なる生命の為　自らの為
　或るいは。
【星を見る人】：・：感情。
        私を覆うかのように無数に散らばる星達、
        太陽の光を受け大地を青黄色く照らす月、
        静寂を与えてはくれない虫達の笑い声と、
        私に何かを訴えかけるような犬の遠吠え。
        そこであなたは夜空を見上げていました。
        「綺麗な満月ですね」私はそう問いかけます。
        「ええ、ほら星達も」あなたはそう応えます。
        「おひとりですか？」私はそう問いかけます。
        「ええ、もうずっと」あなたはそう応えます。
        「いつからこちらに」私はそう問いかけます。
        「ですから、ずっと」あなたはそう応えます。
        あなたの視線を辿ると、そこには蒼く光る星。
        無数に広がる星の中で、ただ一つ蒼く光る星。
        あなたの蒼鬱とした表情の訳は、蒼く光る星。
        「あの星は？」あなたに倣い私も星を見上げます。
        「あれは、私」あなたは、寂しそうに笑いました。
        「あ、あれが」私は驚きあなたの顔を見つめます。
        「ええ、そう」あなたは、私を見つめ返しました。
        「あなたが、あの星・・・」私は今、混乱の坩堝の直中にいます。
        「ええ、そうなの、私は星」あなたは蒼鬱とした表情をしました。
        「あなたの、その、身体は」不躾に私はあなたの身体を眺めます。
        「これも私、でも本当は星」あなたは再びあなたを見上げました。
        「なぜかとても寂しそうだ」私はあなたの蒼瞳に涙を見つけます。
        「そう、全てがこれで最後」あなたは留めどなく涙を流しました。
        あなたは立ち上がりにっこりと微笑んで手を振り消えました。
        私はポカンと口を開けたまま、夜空に向かって手を振ります。
        あなたが私に向かってホンの一瞬、きらめいた気がしました。
##########################################################################

 前回は、たいそう忙しく参加出来ませんでした。
  (恐ろしい事に、また忙しくなりそうである!)

 今回のお題は「星」という事で。
 やっぱり短歌でエントリーさせていただきます。
 (散文詩はどうしても苦手ですので)

(その１)

       星々の  影を集めし  水槽に
       遠く離れた  君の言の葉
   (コメント)

     ネットワーカー(あるいは FDで手紙を送るとか)のディスプレイ
   越しの愛を詠って見ました。
   ここで言う「水槽」はディスプレイの事。
(その２)

       彼方まで  目指せと道を  示したる
       星を封じた  君の瞳は
   (コメント)

    「明日があるさ」と、すべての人々に送ります。
(その３)

　　　 屋根の上  星を見つめる  猫ひとり
       母の瞳に  似たる輝き
   (コメント)

    どうも和尚のばあい、星と瞳はセットになってしまう。
    発想の貧弱を感じる。
(いいわけ)

　 だから、詩は苦手なんだってば。m(._.)m

　 でも、どれか一つでも気に入っていただければ幸いです。
 ID: 1273 ＳｙＤ和尚
###########################################################################

　　木星に　巨頭並べて　金日成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　華やかな星空を背景に、フィナーレを飾る
　　星に花火に　コロンビア見て　　　　　連発花火が重なるように、サミットから
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　始まった派手なひと月であった。
　　　　　　　　ｵﾓ
　　うかうかと　面忘れたり　天の川
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　星をテーマにというので、夜空を眺めた。
　　思い起こせよ　夜風吹くまま　　　　　昔はあったはずの天の川が見えない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　形もよく覚えていない。
                                        夜風に吹かれていると、忘れかけていた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　懐かしい香り、感覚が蘇りそうになる。
　　全天に　満天の星　長蔵小屋
　　　　　　　　　   　　　　　　　 　　長蔵小屋で見た星空はストレートだ
　　距離も大気も　無いかのように　　　　地上と星空の間には空気や距離の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　邪魔ものなど一切ないようにピュアだ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もう一度行ってみたい。
    (いいわけ)

　　　　どうも表現がストレート過ぎて、古来伝統の趣がまるでみえない。
　　　「秘すれば花なり」というが、出来の悪いＡＶを監督しているようだ。
　　　しかたがない。この種の手ほどきは受けていないし、
      なにしろ高校時代は、漢文古文は赤点追試経由の３５点ぎりぎり合格で、
　　　コテンパにやられたし、現国も４０／１００点だったように記憶している。
　　　勉強も遊びももっと真剣にやっておけばよかった。
　　　　次回は散文詩に挑戦するぞ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　1628  ＭＯＫＥ
###########################################################################

　　こんにちわ、懲りずにまたまたアップしました。まさっちです。
　　今回の花題は「星」と言うことで、これはこれで難しかったですね。
------------------------------------------------------------------------------

                                ﾐﾅﾓ
                ●      湖の    水面に浮かぶ    星の海
                                月をめざして    船すべりゆく
                ●      星飛雄馬　親父の名前は　星一徹
------------------------------------------------------------------------------

        一句目の歌は、湖の水面に映った星空を、一つの宇宙とみなし、そこを走る
        船は一双の宇宙船であるなぁというのを詠んで見ました。
        確かこれに近い情景の漢詩を、李白が詠っていたと思いましたが、なにぶん
        高校時代に習ったこと故、どんな詩か良くは覚えていないので、ここでは
        割愛させていただきます。
        二句目の歌は、私が友達に「なんか星が入る歌で良いのないかなぁ」と
        聞いたところ帰ってきた返事がこれだったわけです。面白いっっ！！
        と思って頂くことにしました。まぁ、代理アップに近いものがありますね。(^^;

1820    まさっち
#####################################################################

どうも　ぜんぜんおもいつかない(^^;

題をきめられてしまうと
ぜんぜんだめ(;_;)

「ながれぼし　おちてしまえば　ただの石」しか
おもいつかない・・・(^^;

でも、これは、流れ星の神秘的なイメージがくずれてしまうようで・・・・(^^;

どうもね・・・・
　　　　　　　　〆^_^ゞゝゝゝゝゝ――　　ゆらら
#####################################################################

　　　　　満天の　星を見上げて我一人　
　
　　　　　　　　　　　　　　ふかす紫煙に　妹を観る
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　星へ行く　夢を描きて　ここ至り
　
　　　　　　　　　　　　　　星を見つけて　これを離れる
　　　　　
　　　　　月をめで　星をめでるは　いにしえに
　　　　　　　　　　　　　　星に行く日の　この味気なさ
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うぅ・・・やめときゃよかった
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きょくせん
#####################################################################

星
　　　　　　　　　　高坂冬威
星の向こう側に、また星が輝く
君の笑顔の中に、僕が輝いてるだろうか
流れ星は、どこかに行ってしまう
君も、どこかに行ってしまうのか
星のような君へ
いつまでも輝き続ける星であり続けるため
たまには、ほかの星達に負けてもいい
ときおり見せる、その輝きだけでもいい
昔の輝きをおい続けなくていい
疲れたからって、流れ星にはならないで
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
どうも、ＴＯ－Ｙです。期限ぎりぎりで作りました。
なんだかわけわかんなくなったけど、まいいでしょう。（ぉ
あはっ(^_^)（笑ってごまかす）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＯ－Ｙでした
#####################################################################

＞感情さん   【Planet the Earth A.D.1994】
　　　　　　　　　　　或るいは。----------私だけのために
                      あるいは、わたしたちふたりのために
　　
　　　　　　 【星を見る人】
　　　　　　　　　　　もしかしたら、地上のひとりひとりが宇宙の星の　
　　　　　　　　　　　どれかと繋がっているのかもしれません。
                      と信じると、勇気がわいて来るような気がします。
　　　　　　　　　　　それならば、貴方の星はどれでしょう。
                      真夏に輝く、精気を放つ蒼い星？
＞ＳｙＤ和尚さん
　　　　　　(その１)　前々回の作品といい、遠隔の地に恋人さんが
　　　　　　　　　　　お待ちあそばしているのでありましょうか？ (^_^;

          　(その２)　「封じた」の一語が、舞い上がり、高揚を抑え、
　　　　　　　　　　　全体を沈着なものにしている。と、評論家は語る。　
            (その３)　黒猫だな、これは。  タンゴを歌ったネコ、
　　　　　　　　　　　ジジか、ルナか、ヤマトネコか　(¨;

＞まさっちさん
　　　　　　　湖の----地球上の情景としても、なかなかにいいんじゃない。
　　　　　　　　　　　涼しげで、さっぱりとしてますね。第一感、黒をベースに
　　　　　　　　　　　白と黄と青を配したメルヘンチックな絵を思い浮かべました。
　　　　　　　星飛雄馬----星が二つ入ってるけど、★★はあげられないな、こりゃ
＞ゆららさん　　 うっうっうっ--------これは素晴らしい。★★★★★だ。
                 一見単純で見過ごしそうな１７文字に自然の摂理、人生の動と静、
　　　　　　　　 有情無情を写しきっている。  この洞察力、表現力、驚嘆に値する。
　　
＞きょくせんさん (ｽﾍﾞﾘｺﾐ ｾｰﾌ ｱｳﾄ???)

            満天の----いもうととは呼びませんね、「いも」ですね。読み方も意義も。
　　　　　　星へ------（２通りの読み方をしたがどっちだろう。）と逃げる。
            月を------すべてを知らぬ内が花なのかも。
＞ＴＯ－Ｙさん　  流れ星になったからって、諦めることはないさ。
　　　　　　　　　また戻って来れる時があるかもしれないし、
　　　　　　　　　流れるままに輝くことだって出来るのさ。
　　先走番外詩
＞李白さん00279  感情が素直に、ためらいなくでてるのがいいな。
　　　　　　　　 こういう句もなかなか書けん。歌体は感情絶句か？ (ﾟ-ﾟ)(｡_｡)

　　　　　　　　 幸あらんことを星に祈る。
　　勝手なコメントを書かせてもらいましたが、下手な書評ほど当てにならない
  ものはないでしょう。そして、自作品に対する自分でするコメントはほぼ正しい
  のでしょうが、それでも見逃していることもあるでしょう。
　　作者としては多くの人からコメントを貰えるのは嬉しいことです。
　読者の皆さん。全作品とは言いません。気にいったもの、気になるものがあったら、
　コメント、感想などをお願いいたします。------また次回の参加の方もお忘れなく。
                                                   ごちゃっぺ歌会  ＭＯＫＥ
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　さて、花題はなんにしようかな。詠む人と読む人の両方の時節にあった花題を
探すのは案外難しい。発表は９月１日、九月一日といえば「苦が続いた日」すなわち
関東大震災があった日だ。あん時はさすがの俺もビビッたぜ。(^^;

　地震といえば、ナマズ、鯰といえば、瓢箪なまずかレッドテールキャット、
レッドテールといえば、赤尾敏か赤尾好夫だ。ふたりは兄弟だったとか。(Ｏ.Ｏ;ﾌﾙｲﾅ
連想ゲームじゃないんだよ。花題だよ。花題探しが緊急○○だよ。ｻｽｶﾞﾆｺﾝﾅﾀﾞｼﾞｬﾚﾊｶｹﾝ
　今日の雷と雹はすごかった。たけしが事故をおこした。頭蓋骨が陥没したそうだ。
命に別状はないようだ、よかった。ボクの先輩だし、悪運が強そうだから、きっとまた
元気な顔をみせてくれるだろう。陥没といえば、大谷はどうなっているんだろう。
木星の靴屋の衝突の陥没跡は、もうほとんど消えているそうな。すごいもんだ。
もう後がないから、今度の花題は陥没に決めた。これだと季節に関係ないもんね。
　せっかく参加者が増えきて、盛り上がりそうなのに、これでいいのかな。(-｡-;

ジョーク特集になるかも知れんが、ま、いいか。わしゃ知らん
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 やはり、今回の花題はかなり難しいのではないだろうか？
 "陥没"って、イメージすごくわきにくいです。
これ一個で許して)

           あてどなく  さまようごとし  この夜に
           君の陥没  僕の突出
コメント)

 下品になってしまった (･_､･)ﾊﾅﾁﾞ
いいわけ)

 ひーん (ToT) 難しかったよう。
     ID:1273 ／ＳｙＤ和尚(Sido-Osyo)

♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪
　　　　あれは暑い夏の日の事だった。ノックにドアを開けるとそこには箱を
　　　担いだ友人の姿が有った。
　　　　その箱・・・それはただのテレビだった。ただ映像を結ぶには少々
　　　ふるぼけてはいた。「なに、このテレビ映んのに２０分もかかんの。」
　　　その時私はそんなものを引き取ろうとしている自分に呆れたものだった。
　　　　友人が帰ったあと私はノンビリとブラウン管が暖まるのを待った。
　　　「ふう・・・。」麦茶がじっとり汗をかく。氷がコロンと澄んだ音を
　　　響かせる。ブゥーンという音と共に画面が映る。「・・・？」映った
　　　画面はニュースだった。「あれ？なんじゃこりゃ。」私は繋がっていない
　　　アンテナ線を不思議に思った。画像はクリアである。しかしここはお世辞
　　　にも電波状態のいい町ではない。なんせ周りにはハム局が３つもある。
　　　私には予感が有った。「新聞、しんぶんっと。」新聞を裏返す。７時・・
　　　チャンネルは１０。本来であればこの時間は○ー○ー○ー○を放映して
　　　いるはずだが・・・うむ。私は音量を上げた。テレビはその日のニュースを
　　　伝える。無論その日とは”今日”ではない。分析結果は３日後、これは
　　　タイムマシンだった。私は思わずニンマリした。
　　　　それから１０年後、私は豊郷台に一軒家を買った。別荘も買った。嫁
　　　も貰った。巨万の富みを手に入れた。方法は何の事はない。ただテレビを
　　　見ていただけである。相場を見、競馬をやり、まぁいろんなことをした
　　　ものだ。今では私もＳＦ作家になっていた。妻はその時の編集だった。
　　　本は売れなかったがそんなことはどうでもよい。なにせ生活には困らない
　　　のだから。
　　　　その日も私はいつものようにテレビを眺めながらキーを叩いていた。
　　　「あなた・・・。」「うん？」私の後ろには妻が立っていた。「あの・・」
　　　妻が何か言いかけた時、私はちらっとテレビのニュースに目をやった。
　　　「・・・氏、頭蓋骨陥没で死亡。」アナウンサーはそう言った。そして
　　　私は後頭部にずっしりとした質量を感じた。・・・死因は階段からの転落か。
　　　ふむ。それは間違いだ。死因は花瓶だよ。私は鮮血の海に溺れながらそう
　　　呟いた。
--------------------------------------------------------------------------------

　　ごちゃっぺの主旨に背いているような作品ですいませんm(_._)m

　　始めはちょっと鬼畜な話にするつもりだったのですが(^^;これは粗筋ですね(^^;;;

　　淡々とした文章をと思い書きましたが失敗(^^;;;;;

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きょくせん
♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪
　　陥没の　地に這いずって　咲く草の
                                           僕もこれ一個で許して)

　　明日は知らねど　息をするらん           視点の異なる二つをと思ったのだが--

                                           幅の狭さを痛感する (+_+;

                     1628   ＭＯＫＥ 

♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪
        お茶会の原稿をお送りします。
        といいましても相変わらずですので(^_^;端の方に寄せさせて下さいませ。
【陥没趣味】
　二十代半ばと思われる白いスーツに身を包んだ女性がおそらく家路であろう、周り
に目もくれずただ何かに向かって歩いている。先程から聞こえている「コツコツ」と
言う背後の足音に気付いているだろうか？
　ダークグレイのハンティング、黒いトレンチ、目にはサングラス、黒革のグローブ
をした右手は何故か口元を覆い隠している。前には二十代半ばと思われる白いスーツ
に身を包んだＯＬ風の女。何かを左手に、その女の後をつける。
　月に群雲。生暖かい風。生臭い風。耳に触る虫の音。暗い道。暗い夜。怖い夜。
　女性が街角で身を揺らす。あわせて揺れる黒い影。
　女性が街角で身をくねる。あわせてくねる黒い影。
　電柱に身を隠す。曲がり角で半身になって女性を目で追う。黒い影。黒い夜。
　女性は背後の影に気付いたらしい。小走りに明かりを探す。暗い道。暗い夜。
　街灯が頼りない光を黒い道に落としている。立ち止まる。背中に何かを感じる。誰
かが後を付けているような気がする。振り返る。・・・誰も、いない。
　
　女が振り返る。慌てて暗闇に身を潜める。どうやら感付かれたらしい。左手に力が
自然と入る。
　女性が小首を傾げる。どうやら背後の気配を勘違いと心に決め付け、あるいはそう
信じ込ませたらしい。止めた足を再び前に踏み出した。
　あわせて男も歩き出す。やがて街灯の下、静かに男の左手が照らされた。ハンマー
を握り締めている。この男は何をしようと言うのだろうか？目線を辿るとやはり目前
のＯＬ風の女性。このハンマーはあの女性に打ち振るわれるのか。
　あの角を曲がりさえすれば明るい町並みが待っている。足を速め、ヒールの踵をア
スファルトに高く響かせ、静寂を打ち破る。
　しかしその高音で静寂を打ち破るという行為は、男を大胆にさせる結果となった。
男が意を決する結果となった。
　今だ、あの角を曲がる前に。音を殺しながら駆け出した。左手で女の口を強く押さ
えつけ覆った。女は大声で叫ぼうとするが、それはグローブの革を振動させるにも足
りない。もがく女を更に左手で力を込めて押さえつけ、右手のハンマーを脳天に打ち
下ろした。「ボクッ」女はそう音を発て崩れ倒れた。
　男は「フハッ」とため息をつくと周りを見渡し逃げ去った。なぜだ。なぜこの女性
の頭は今、陥没している。この女性も人間だ。必要の無い嘘を数多くついてきたに違
いない。しかし何の理由があってあの男はこの女性の頭を陥没させたのだ。
　「キャーッ」悲鳴が聞こえた。どうやら彼女の陥没した頭が発見されたらしい、や
がて救急車のサイレンが聞こえて来た。まずい。私もそろそろこの場を立ち去ろうと
思う。
                                                               感  情
♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪
　　　しずかさの　うみにうかぶや　うさぎぶね
　　　ちのはては　いまだこぬかと　さいせきば
　　　にきびづら　ながめてしばし　こーらのむ
　　　凝　斗　憐
♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪
＞ＳｙＤ和尚さん　ふぉっふぉっふぉ
　　　　　　　　　ある紳士もこういうタッチのものを書きたいと言っていたが
＞きょくせんさん　いえいえ、決してごちゃっぺの主旨に背いていませんよ。
　　　　　　　　　おぉ　 Back to the future の世界ですね。
　　　　　　　　　ところで、お世話になる社長さんはどんなお方でしたか？
　　　　　　　　　真空管テレビに写っていたのと同じでしたか？
＞感　情　さん　　不気味なサスペンスだが、感情さんらしい潔癖さがみえるな。
                  それにしても、怨恨か、恋愛のもつれか？ ｺﾜｲｺﾜｲ
＞凝　斗　憐さん　某ＭネットＯＦＦ会場　「隣のごちゃっぺに書いて下さいな。」
　　　　　　　　　「よしよし、分かった。明日までに３つ書こうではないか。」
　　　　　　　　　翌日の昼、アクセスしたら、早くも届いているではないか。
　　　　　　　　　二日酔いの頭には、「どこに花題が入っているのであろうか。
                  またしても花題の取違えというものではないだろうか。ﾌﾟﾝﾌﾟﾝ」
　　　　　　　　　酔いが覚めたら、「おぉ、３つとも入っているではないか。」
     　　　　　　 第３句コカコーラはＣＯＫＥともいう。(某ネット内輪ネタm(_!_)m 

　　　　今回はイタチの最後っ屁みたいな難しい花題であったのに
　　　　このように素晴らしい作品を、ありがとうございました。
        ごちゃっぺ歌会復活の父まさっちさん、そして皆様、
　　　　次回も宜しくお願い致します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごちゃっぺ歌会　ＭＯＫＥ
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  □■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□
　　　　　天高く　馬肥える　秋
　昔の人はいいこと言うなあ。秋はやっぱり食欲の秋。だが、食合（くいあわせ）
には注意されたし。たとえば、鰻に梅干し、タニシと蕎麦、西瓜にかき氷--------

マダムさんならもっと出るかな。
花題にも食合は有りますよ。松茸に赤貝、栗とリス  ｵｲｵｲ 誰がリスなんて食うかい。
                                                          ＭＯＫＥ
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00388  94/10/01 09:03:32 1628              第６回  ごちゃっぺ歌会  発表
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　□　　　　  　　                                              　□
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　□　                                                       　　 □
  ■                                                   1994.10.1  ■
  □■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□
　　　即興で詠みましたが、いかがな物でしょうか。
\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\

    　　　駅前で　心踊らせ　待ち合わせ
       　　　　　　　　時間過ぎても　君を待つだけ
\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\

　　えっと、今回は「松茸」「栗」でしたね。
　　もうお気づきの方もいらっしゃると思いますが、
　　花題は、最後の部分に読み込んでますね、ﾊｲ｡
　　すべて内容はフィクションです。ちょっと少女まんがライクに
　　なりました。(^^;

　　自分には経験がないと思っても、なんか心にすきま風が...ﾋｭｰ (-_-)

　　「秋」は、「飽き」に通じます。注意しましょう。(ﾟ ﾟ;)ﾊｳｯ
　　　　　　　　　　　　　　そろそろ恋人が欲しい　　まさっち
　　　＃　秋は悲しい季節ですね。あんなにはしゃいだ夏が
　　　　　まるで夢であったかの如く、浜辺から人影は消え、
　　　　　自然はやがて来る冬に備える。
　　　　　そして静かな冬が来る。春が来るのを信じて・・・
♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪
取りあえず、一首。
　　　　　　　湯気の香に　箸のためらい　土瓶蒸し
おふざけ。
　　　　　　　まつたけや　ああまつたけや　まつたけや　それにつけても
　　　　　　　かねのほしさよ
　　　　　　　栗の実の　三兄弟の　愛らしさ
よろしくー。
凝　斗　憐
♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪
初めまして、先日はメールを頂きありがとうございました。
ごちゃっぺ歌会にお誘いいただいて光栄です。
歌会というもの自体勉強不足なモノ(^_^;)でよく掴めていませんが、
洒落で作ったのと一応（自分では）真面目に作ったものの両方を送りますので、
もし歌会の雰囲気を損なうモノであれば黙殺して下さい。
１　栗と言や　マロングラッセ　食べたいな
２　食べ過ぎて　爪が真っ黒　甘栗や
３　地に落ちて　なお牙を剥く　毬栗や　＜一応真面目
４　群あって　互いを傷つけ　毬栗や　人の生き様　これにも似たり　＜一応真面目
５　松茸や　あとは値下がり　まつだけや
下ネタ(^｡^)

６　松茸と　栗とで淫靡な　響き有り　ボクだけだろうか　そう思うのは
７　松茸も　１色２笠　３太さ　その価値思う　八百屋前かな　
                                        下の二つは思いきり蛇足(^_^;)：いいむ
♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪
　　　　　「なぁ、松茸の栽培ってできんのか？」
　　　　　里の晩酌の席、父親は私にそう言った。
　　　　　「ねぇ、またたびの栽培って出来るんでしょね。」
　　　　　私はそれにつられてそう言った。
　　　　　「はぁ、舞茸なら勝山の廃抗でやってるやろが。」
　　　　　「ふん、猿酒なら山奥のうろ穴に溜まってるんちゃう。」
　　　　　「うむ、猿ならお前んとこのほうが有名やったろが。」
　　　　　「うん、九尾のかま飯やったらは私好きやわ。」
　　　　　「ほぉ、栗の焼いたのすきなんか。」
　　　　　二人とも、飲み過ぎたようだ。
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
　いや、特に意味はないです(^^;

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きょくせん
♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪
 まいど。なかなか思い付きませんがな。脳みそスカスカ(･_･､)

 まともな花題なのに。これ一個でかんべん。m(._.)m

(その１)

　山に来て　仲間に会いし　秋の日に
　ウニの子一人　栗に声かけ
(コメント)

　何だか、悲しい歌に成ってしまった。ドナドナでも聞きながら詠
　んでください。
ID:1273 ＳｙＤ和尚(Sido-Osyo)

♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪
　ｽｷ
　隙を見て　弾け飛ぶなり　栗小僧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栗園に行くと、時折ﾎﾟｯ--ｶｻｯと音がする。
                                        木についたイガから栗が弾け落ちるのだ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　眺めて待っていても、なかなか見れない。
　　　      　　　　　　　　　　　　　　諦めて目を離すと、また後ろで音がする。
　ｲｶﾞ　　　　　　　　　　　 ﾋｼ
　毬ひとつ　チビデブヤセが　犇めいて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　世の中、不公平だ。異色の者たちの共存。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　狭い世界で両肘を張り合って生きる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どうにでもとれる。
　　　　　　　　　　　　　　 ｺｶﾞ
　世の春じゃ　焼き松茸に　栗焦香る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　俳句に対するあくなき冒涜
              ｶｲﾏ
　松茸や　土の垣間に　白き肌
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土にまみれた焦げ茶の中にみえる柔らかい白
　避けて食う　君が歩みし　残し栗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　虫食いであった。周りをほじって食べる。
　　　　　　　　　　　ﾐｺﾞﾛ
　松茸は　笠開かぬが　味頃なり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　品定めに夢中になってるそこのおばさん。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　買う気もないのにいじりまわしてると、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八百屋の親爺に叱られっぞ。
                                       （いいむさんの７句にソックリ）
　　　　　　短歌とか和歌とか詩はどうも苦手だ。出て来ない、俳諧のみだ。
　　　　　　松茸も食べた記憶は数えるほどだし、どうもあの形に頼ってしまう。(^^;

　　　　　　　      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1628  ＭＯＫＥ
♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪
　　薬草を　父摘みに出て　栗拾い
　　　　歌会の趣旨にあわないかもしれませんが、俳句でやらせていただきます。
　　　　でも俳句なんて、６年くらい作っていませんね～。
　　　　これは、出かけると必ず余計なことをして肝心の目的をまっとうしない
　　　　父の、最近の出来事です。
　　夕食に　栗しか食べぬ　母笑顔
　　　　もともと小食のくせに胃の手術をした母は、普段から常人の３分の１くらい
　　　　の食事しかしていません。この日は、私と妹がご飯を食べているのに、
　　　　一人だけゆでた栗を食べてました。もっとマトモなもの食べろよ。
　　　　ちなみにこの栗は、父が拾ってきたものではありません。
　　松茸はべつに旨いと思わない
　　　　正直な感想です。こんなのがン万円もするなんて世の中どうかしてます。
　　　　匂い松茸なんとやら。私は焼き茄子の方が好きです。
　　　　まあおごってくれるなら幾らでも食べますけどねぇ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ID:1191  おぶじぇ
♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪
 　松茸の料理付きたる懐石も
 　　　　味も分からず足の痛さに　　　　正座して懐石料理を食べても足が痛くて
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　味わうどころではない、(^^;)。
 　これを見よ我が松茸をとりだせど
 　　　　それはなめこと女房笑えり　　　そちん亭主の悲しい現実
 　ゆでぐりを広げて食べし我が母と
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０年の昔になろうか、運動会には庭で
  　　　　運動会の昼の一時　　　　　　 採った栗をゆでて母と供に食べて思い出が
  松茸を擦りていでしその汁は
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　 説明不用
  　　　　栗の花の匂いぞする
 -------------------------------------------------------------------------

  以上メールを戴き詠んでみましたが・・・和歌の経験はあるのですが、短歌は
  さっぱりです。
  この程度のものしか詠めませんでした。
  Ｄｕｋｅ
♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪
　 　　「桃栗三年柿八年・・・かぁ。」
　　　その時彼女はぽつりと言った。僕は起き出して窓の外の夕日を眺めながら
　　　はやすぎる夕食に取り掛かっていた。彼女はまだ１９歳、今春学校を卒業し
　　　たばかりであった。彼女は僕に憂いの微笑みを向けた。この頃彼女は時折
　　　こういう表情を見せた。「どう・・したの？」「ううん、何でもないの。」
　　　彼女はそういい書類を抱え出ていった。彼女は魅力のある女性である。彼女
　　　の憂いは何なのであろうか？僕は強い興味を覚えた。カーテンの向こうの隣
　　　人が言う。「おい、若いの。海苔の佃煮食べるか。」彼は何かにつけ僕に世
　　　話を焼いてくれる。「あ、いただきます。」僕は樹脂性のドンブリを差出し
　　　ひとすくいの佃煮をもらった。ぐいと御飯をかきこむ。お茶を飲み、お世辞
　　　にもうまいとは言えない食事を平らげた。
　　　　夜、僕は尿意を覚えた。今日の夜勤は・・・誰だっけ？ともかく僕はボタ
　　　ンを押した。すると彼女がやってきた。「どうしたの？」彼女は優しい微笑
　　　みで僕を見つめた。「え、あ、うん・・・。」僕は思わず言葉に詰まってし
　　　まった。「あ、アレ・・・？」彼女は言った。気のせいかそのほほは赤らん
　　　でいるようだった。僕がコクンと頷くと彼女はベットの下にあるしびんを
　　　あてがってくれた。「桃栗三年・・・いつ慣れるのかなぁ、私。」彼女はそ
　　　う言いながら部屋を出ていった。松茸の露をタプンと響かせながら。
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
　またまたこういうものしか思いつきませんでした。（しかも落ちはパクリだし(^^;）
プロがいるのに病院ネタで・・・怒らないでね(^^;;;

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きょくせん
あの歌は天才的だと思う^^)

♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪
『形状』
「キノコとはちょっと違うけど」
　リーファは、レイクに向かって説明を続けた。
「粘菌という生物は、特殊な性質をもっている。個々は小さなアメーバなんだけどそ
れらの集合体で一つの生物になってるの。それは・・・」
　レイクはあくびをしながら聞いていた。情報売りの勉強でなんでキノコの講義を聞
かなければならないのかよく判らなかった。ＵＰＮの中世からの、対魔法歴史より、
はるかに退屈だ。
　リーファはレイクにとって母親がわりのような存在であったが、この情報売りの勉
強の時だけは、彼女に対して普段とは違う接し方をせざるをえなかった。
「・・・これらの生物は組織的なつながり。現在のスーパーコンピュータ達の無線ネッ
トワークなどと同じ自然発生的な情報網に共通するものがあるの・・・ちょっとレイ
ク！　聞いてる？」
　レイクはぼんやりと、トランスポータのライフルームの窓から外を眺めていた。作
業机をはさんですぐそばにいるリーファにはまったくおかまいなしに、この大型車が
停車している空き地を観察している。空き地の向こうには深い森が広がっていた。
「あの森の中には、おいしそうなキノコがはえているかな？　リーファ」
「ドラゴンの子が、キノコなんて食べるの？」
「食べるさ。父さんだって子供の頃は食べていたみたいだよ。それにエルフや人間を
食べていたのは原始時代の話だって、リーファが僕に教えてくれたんだろ？」
「そうよ、ドラゴンが私たちと同じ姿になるようになってからはね」
「形が同じになると、やっぱり同じような食べ物を食べるようになるの？」
「多分そうよ」
「ふーん」
　種族が同じ形に似ていく、ということは、互いに理解を深めていくことだ。リーファ
はそう講義を進めた。
　スーパーコンピュータ達がエルフ型の形状の体をもたないのは、食べるものが違う
からかな？　彼らは純粋に近いエネルギーを食べている。
　レイクとリーファの乗っているトランスポータ。ファイアという名のスーパーコン
ピュータは太陽熱と水素と酸素を食べていた。
「理解を深めた種族達に、情報を伝える時にはあまり問題はない。でも種族達は独自
の考え方をもっている。そのために私たちのような情報売りが中継する必要がでてく
るの・・・」
「じゃあ本来の姿の僕には、情報は伝えにくいんだね？　キノコを食べている僕には
話しかけやすいからね。人間を食べている僕よりも」
　講義の要点が判ると、勉強はまもなく終わった。
　レイクはひとつリーファに質問した。
　キノコってなにを食べているんだっけ？
end.

どうも。いしてつです。
なんか、歌会に提出する作品に値しないような気がするのですが、
私に書けるものはこんなとこでしょう・・・。
花題とはちょっと違う話かも知れませんが、この世界に松茸はなさ
そうなので。でも松茸がなにか食べているところを想像していただ
ければ問題ないと（ぉぃ）。
今回の花題はちょっとＨぽい（そうか？）気がしましたが、食べる
という行為はＨに関係が深いそうです。
ま、なにはともあれ、採用していただければ幸いです。
また、機会がありましたら参加してみたいと思いますので、よろし
くお願い致します。
                                        いしてつ
♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪
＞まさっちさん　駅前で　　前のデ－トの時、ちっちゃな松茸しか食べさせてあげな
　　　　　　　　　　　　　かったんでしょう。今度は少ない財政をやり繰りして、
　　　　　　　　　　　　　おっきな松茸を食べさせてあげましょう。(^ο^)

＞凝斗憐さん　　湯気の　　箸のためらい？　まだ香りを味わっていたいということ
　　　　　　　　　　　　　でしょうか。　　きっとまだ他に何かありますね。
　　　　　　　　　　　　　ｶﾅｹ
　　　　　　　　まつたけ　金気で松茸の香りが完全に吹き飛んでいる。見事だ。(^^;

　　　　　　　　栗の実の　同じ視点でも私の『犇めく』とはちと違う。
　　　　　　　　　　　　　ふくよかでおおらかな子供達なんでしょう。
＞いいむさん　　栗と言や　紅茶がよく似合う。
　　　　　　　　食べ　　　なるほどそうか、炭の黒だな。
　　　　　　　　地に　　　いがの中でも固い鎧をつけてる。
　　　　　　　　　　　　　（しばらくたって、読み返したら、味がでてきました。）
　　　　　　　　　　　　　『なお牙を剥く』が好きです。効果抜群。
　　　　　　　　　　　　　足元からギンギンと栗の眼に睨まれているようです。
　　　　　　　　群あって　そんな場面もあるでしょう。
　　　　　　　　松茸や　　一盛り千円の輸入ものを食べてみたぞ。
　　　　　　　　　　　　　レトルトの松茸ご飯の素はなかなかいけました。
　　　　　　　　松茸と　　松茸はチャランポランで無防備だが、栗の方ははガ－ドが
　　　　　　　　　　　　　固そうだ。(^_^;

　　　　　　　　松茸も　　行き着く所は、結局皆これだ。(ﾟ-ﾟ)(｡_｡)(ﾟ-ﾟ)(｡_｡)ｳﾝｳﾝ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ゆららさんからの借用顔文字）
＞きょくせんさん　なぁ、　今や、日光三猿と猿軍団、どっちが有名なんだろ。
　　　　　　　　　　　　　猿酒？　飲んでみたいな。
＞ＳｙＤ和尚さん　山に　　母をたずねて三千里、自分に似てるからといって、
                          はるばる海から登って来れるものだろうか。(^_^;

                        　昔『クリちゃん』という漫画の主人公がいたが-----

                          それに似た子なのだろうか。
                          トルコ共和国は如何でしたか。
＞おぶじぇさん　薬草を　　薬よりも食というのは健康な証拠です。
　　　　　　　　夕食に　　気づかいと愛情の一句
　　　　　　　　　　　　　笑顔が効いてます。術後という背景との対照がいいですね。
                          笑顔なのは順調な回復か。それに言葉無用の＋αがある。
　　　　　　　　　　　　　解説中『もっとマトモなもの食べろよ。』に
　　　　　　　　　　　　　おぶじぇさんの優しさが見えますね。
　　　　　　　　松茸は　　たしかにイメ－ジと値段が先行している。
＞Ｄｕｋｅさん　松茸の　　一般人は料亭に行くことなど滅多にない。
　　　　　　　　　　　　　大事なお客さんとかなにかの節目の時だけです。
　　　　　　　　　　　　　そんな時は大抵、食べるどころではないですね。
　　　　　　　　これを　　鈴なるなめこにあやかって、数で勝負だぁ！
　　　　　　　　ゆでぐり　『広げて』とは果物ナイフで切れ目を入れ、皮を丁寧に
　　　　　　　　　　　　　剥がしていくのだろうか。品の良い良家の母親像が
　　　　　　　　　　　　　浮き彫りとなってくる。
　　　　　　　　　　　　　私の周囲では歯でガブッとやるか、菜切り包丁で真っ二つ
　　　　　　　　松茸を　　　　説明禁止 (^^;

＞きょくせんさん　桃栗　　見習いか新米の看護婦。最後の『タプン』が全体を無機質
　　　　　　　　　　　　　でビジネスライクな終結にしている。これは作者の意図か、
　　　　　　　　　　　　　それとも抑制か（批評ではなく感想です）
　　　　　　　　　　　　　＊体験として、ベッドに横になると出るものもでなくなる。
　　　　　　　　　　　　　　とくに若い看護婦さんだと困ってしまう。(^^;

＞いしてつさん　　形状　　かのNOVELの大作『Ｄｏ』の一片を見るようです。
　　　　　　　　　　　　　＞食べるという行為はＨに関係が深いそうです。
　　　　　　　　　　　　　　産まれいきる行為はＨに関係が深いようです。
　　さすがに実りの秋、沢山の作品をありがとうございました。
　　それから、今回は間にあわなかったけれど、ご返事をいただいた方々、
　　ありがとうございました。これからもよろしくお願い致します。
　　読者の皆様の自由な感想の書き込みをお待ちしてます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごちゃっぺ歌会　ＭＯＫＥ
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　前回は秋をテーマにしたまともな花題であった為か盛況でありました。
今回もそれに味をしめて、正統な秋の季語にしました。
当ネットには虫系の美女も大勢おられますので、勿論それもあてにしてます。(*^_^*)

　虫といえば手塚治虫。大人になってもビッグコミックを読んでいましたが、氏が急逝
され、連載が途絶えた直後からは買っていません。特別意識していた訳ではなかったの
ですが、それだけ大きな存在だったのでしょう。
　ビッグコミックの創刊号はたしか中一の頃でして、Ｄｕｋｅ東郷はその頃からの
大看板でした。全号揃えていたら、一財産だったでしょうに、今はカケラもありません。
　　　　　　　　　　                                             ＭＯＫＥ
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                                     【蟲】
                                      感情。
                        流れ落ちる涙が君の頬を切り裂く。
                                     すーっ、
                   っと伝い滴れ落ちる血を舌で受け止めた僕は、
                       潤瞳で見つめる君をただ抱き締める。
                                 蟲、蟲が・・・
                      君はただそう僕を指差し身を震わせる。
                                     ムシ？
                                 虫がどうした？
                           親指で君の涙を受け止める。
                               涙は親指を貫通し、
                   滴る僕の血は唇を滑り君の中へと入って行く。
                                  浸透したか？
                             浸透したか、僕の血は。
                                     君に。
                                        【蛍】１９９４年１０月１７日：感情。
                      田の畦を歩いていたら一匹の蛍が緑光に漂っておりました。
                余りにも綺麗だったもので両の掌で覆って家に連れて帰りました。
        真暗な僕の部屋で掌を咲かせますと一筋の緑光が螺旋を引きはじめました。
            僕は布団に尻をつき、やがて寝そべりその線を、只々目で追いました。
                      そしていつのまにか、この上なく豊かな眠りにつきました。
翌朝目を覚ましますと蛍は、蛍光燈の垂れ紐にしがみついたまま死んでおりました。
                                    僕は蛍を指でつまみ、屑篭へと捨てました。
******************************************************************************

        「虫」とのお題を聞いて真っ先に思い浮かんだのが乱歩の「虫」でした。
        同じ傾きの話しを前から書きたかったので、これは丁度いいと思いはし
        たのですが毎度毎度僕の文章は意味もなく長いので(^^;、今回は思いと
        どまりましたとさ。でも何かしら雰囲気を出せてたらいいなあ：感情。
%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%# 

　　（戯れに庭の小虫を追いたてて詠める）
　　　入り乱る　中脚前脚　後ろ脚　砂こけよろけ  汗ひた走る
　　（虫入りキャンデーを見て２句）
　　　のほほんと　琥珀に静か　弓なりぬ
　　   ﾄﾜ　　　　　           ﾔﾜ
　　　永久の中　ぬしは硬いか　柔いのか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　1628 　ＭＯＫＥ
%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#

　むし。基本的には好きなんだが、ごみ箱にわく奴とか、夜中にヒト
を刺しに来る奴とかは嫌い。
(その１)

　歌え舞え　短き事を　知るならば
　夏の終わりの　ぬけがら残し
(コメント)

　うーん。抽象的になってしまった。
　一言で言えば「人生は短い!」ってことですね。
　ヒトの私も、虫の君も。
(その２)

　朝の街　駅は見えます　ありの巣に
　出口入口　ひしめく力
(コメント)

　ノーコメント。だって、そのままなんだもの。
(その３)

　虫が鳴く　小さなその身　震わせて
　ススキ野原に　命きらめく
(コメント)

　これもそのままです。素直に詠んでください。
(いいわけ)

　今回は、わかりやすい歌ばかりになってしまった。
　まぁ、ご愛敬と言う事で。m(._.)m

 ID:1273 ／ＳｙＤ和尚(Sido-Osyo)

%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#

  　　　（前文略：ＭＯＫＥ註）
　しかも今回は内容も少し不調です。〈(ToT)〉＜お手上げ
　あまりにも芸がないので小説を付けてみました。
１）秋の夜に　小さきものの　愛の歌　微かに聞こえる　虫の声かな
　★あのリーンリーンというは、確か求愛行動の一種だったと思うんですが
　　（違ったらゴメンなさい！）
　　いいやで、いいやで虫さんは。あれでメスの気を引くことが出来て。
　　人間と違って虫のオスはあまり悩まないんだろうな。きっと。
２）コオロギと　ゴキブリはよく　似ているな　そういや最近　部屋で見かける
　★どっちを見かけるかはご想像におまかせします。(^_^;)嘘です。
３）水鏡　映るトンボは　交尾中　秋の空にも　愛の気配かな
　★うむっ、説明不要(^_^;)

-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=

　　トレンディー（死語）怪奇（笑）小説「虫」（大爆笑）
　　職場から近い通り沿いの洒落た店で、僕はちょっとしたハプニングにあった。
　　残業の筈の彼女に、彼女の友達をからかっているところを見られてしまった。
　　「もう、信じられない！何考えているのよ！」
　　菜津美はその可愛い顔に怒りを目一杯に浮かべて僕を「きっ」と睨んだ。
　　「誤解だって、菜津美ぃ。たまたまここで会ってさぁ、独りだったから
　　　ちょっと誘っただけだよ。」
　　僕は用意していた口実をすらすらと言った。
　　これに天性の演技力が加わると嘘もホントになる。
　　「だからって、私の友達と一緒にここでこんなことするわけ？」
　　菜津美は自分の短い髪を無理して鼻まで持ってきて、香りをかぐ真似をした。
　　実際、僕が香りを嗅いだの髪はもっと長かったのだ。
　　ついでに言うとその相手はもっとナイスバディでもっと可愛いのだ。
　　それにしても、あの場面を押さえられたのはまずかった。
　　「……それは、たまたまシャンプーが菜津美と同じでいい匂いだねっていったら
　　　頭をこっちに出したからさ、そのまま無視したら悪いじゃんかよ。」
　　「だって、あ……。」
　　「ちょっと待てよ。」
　　僕は頃合を見計らって菜津美の言葉を遮った。
　　心の中はもう余裕が生まれていた。
　　「そんなに俺が信じられないのかよ。そんなに疑ってどうするつもりなんだよ。」
　　「そ、そんな……だって……。」
　　「でも、確かにオレもあれはやりすぎた。それは謝る。ゴメン。」
　　自分の行動を棚に上げて反論しておいて、最後にさりげなく謝る。
　　これが今までの人生の中で築き上げた最良の策だ。
　　「……。」
　　突然怒られて、突然謝られた菜津美は何から言葉にすれば良いのかわからずに
　　次の言葉を口にするのに約三十秒かかった。
　　「もう、あんなことしないで。」
　　難なくクリヤー……。
　　僕は心の中でにやりと笑った。
　　「……ゴメンな。オレの中の悪い虫がそうさせるんだよ。」
　　「もーう！そんなこと言ってごまかしてぇ……。」
　　口ではそんなことを言いながらも目が笑っている。
　　菜津美の機嫌はすっかり良くなったようだ。
　　ショートボブに可愛い顔をした細身の女の子は、ついさっきとは違った表情
　　を見せてくれた。
　　菜津美のその微笑みを見て、僕の中の悪い虫が蠢きだした。
　　「緊張が緩んでトイレ行きたくなっちゃったよ。」
　　僕は菜津美に微笑んでトイレに行った。
　　そして、僕は洗面台の鏡に向かって大きく口を開けて、口の中を映し込む。
　　喉の奥からわきあがるように這い出てきたモノ。
　　その姿は異様に長いカブトムシの幼虫、水にふやけた芋虫、拳ほどの太さのミミ
　　ズ。あえて表現すればそんな「虫」だった。
　　所々に黒い血管が浮き出て、その生物の命の息吹と共にドクンドクンと脈打って
　　いた。
　　「虫」は僕の口の中でもがき、体をよじりながら這い出ようとしていた。
　　僕の唾液とその「虫」の粘液が混じりあい、体表をトイレの薄明かりが妖しく、
　　テラテラと光らせる。
　　僕の口から胸元まで這い出た「虫」は何やら嬉しそうに体をくねらせた。
　　（落ちつけよ。）
　　僕は心の中でこの「虫」に向かって語りかけた。
　　その「虫」は、わかった、とでも言わんばかりに大きく体をしならせた。
　　その瞬間トイレのドアが開いた。
　　ここのトイレのドアは個室は鍵がかかるようになっているが、入り口は鍵がかか
　　らないのだ。　
　　僕は「虫」に急いで引っ込んで貰うと、入ってきた男性客にウインクしてトイレ
　　を出た。
　　
　　「さ、お待たせ。じゃあ行こうか、菜津美。」
　　菜津美は笑顔で答える。
　　「どこへ？」
　　「決まってるじゃん。仲直りのその後は……なっ、菜津美。」
　　「エッチ。」
　　眩しいくらい素敵な笑顔だった。
　　「悪い虫か……。」
　　僕は菜津美に気が付かれないように胸元に手を当てた。
-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=

　　「虫」を題にしてみました(^_^;)。
　　自分でこれを書いていて気持ち悪くなってしまいました。
　　皆さまどうだったでしょうか？なに、まだ甘い？わかりました（笑）。
                                                        ID:1980 いいむ　
%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#

　　　　　　　　　　　　　　　　　「虫」
　　いつものように目覚めたつもりだった。
　　はっきりしていく意識の中、まず汗で頬にへばりつくシーツを認識した。
　　もう秋であるというのに寝苦しい夜だったらしい。
　　うっすらと重い瞼を開き目覚まし時計の蛍光盤に目をやるとまだ明け方の４時。
　　カーテンの隙間からもまだ光は差し込んでこない。
　　額に張り付く髪と汗を掌で拭いそのまま隣に腕を伸ばす。
　　隣に寝ている筈の彼女に触れる。
　　ヌルッ。
　　彼女も汗をかいているのだろう、感触に疑問を抱かなかった。
　　こんなに暑くてはうっとおしいであろう布団を剥いでやる。
　　ズルッ。カサカサカサッ･････。
　　････妙な音がした。
　　薄暗い中目を凝らして彼女を見やる。
　　向こう側を向いて横たわっている人型のシルエット。
　　その大まかな形に異変はない。
　　そっと、肩に手をやる。
　　「！？」
　　何とも言えない妙な感触。まるで小さく蠢くものが衣服の下にいるような････。
　　ゴソッ。
　　彼女がこちらに向こうと身体を動かした。真っ黒いシルエットが寝返りを打っ
　　てこちらに向く。
　　「！？」
　　「タ・マゴ･････ヲ･････」
　　彼女の異様な声と同時に突然、彼女を型どっていたらしい無数の「虫」が衣服
　　を残して宙に飛び立つ。
　　バサバサバサッ
　　「･････！！！」声にならない悲鳴を上げる。
　　グチャッ。
　　プチュプチュプチュッ。
　　肉をほじられ彼女の言葉通り卵を産みつける音が部屋に響いたのを確認したの
　　が最後、そのまま意識を失った･････。
　　・・・・・・
　　白い陽光が差し込む。
　　彼は窓の桟に手をやり外観を眺めながら立ち尽くす。
　　台所から立ちこめてくる味噌の匂いが鼻を擽るが彼は気づかなかった。
　　マンションの５階から眺める朝の白い景色はすがすがしかった。
　　桟に足を掛ける。
　　（飛び立たなければ。）
　　彼はそう思った。そして、跳んだ。
　　が、飛べるわけもなかった。
　　さながら電圧に触れた「虫」の様に、下へ、落ちていった。
　　ドサッ。
　　今度こそ薄れる意識の中、彼が最後に見たものは･････。
　　そばにあった彼の車のタイヤにへばりついた、「虫」の、死骸だった。
　　（・・・虫･････）
　　（・・・虫の･････つくりだした･････夢･････？）
　　秋の虫・・・・・。
　　彼の流した血のような赤とんぼが、空を舞う。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　;LITERボードではお世話になってます。ごちゃっぺ初参加のＫＡＮＡです。
　今回のお題「虫」ということで「Ｂ級ホラー」風の短編を書いてみました。
自分としても初の試みなんで、出すの恐いんですけどね.....。
眠れないで起きちゃった時に（寝ぼけてるかも････）創ったもんだからぜんぜ
ん緊迫感なくて、これじゃぁ「Ｃ級ホラー」(^_^;;;っす。
削りすぎちゃったかも知れないんでなんか妙ですね(^_^;;;。
誰もホラーは書きそうにないから書いたんだけど、まぁ異色でおもしろいかな、
と･････（→へそ曲がりだから･････(^_^;;;）
　おふざけだからかる～～～く読んで下さいね。ﾍﾀﾀﾞｼ｡
　ほいじゃおまけで一句。
　　　　　　　　腹の虫　　騒いで起きる　　かんしゃく虫
　･････あはっ、うちの息子ちゃんのことですね、はい。
季語無し、しかも字余りだぁ(^_^;;;。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2055  ＫＡＮＡ
%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#

　散文担当の三名様は、何故か示し合わせたようにホラー特集のような (-｡-;

＞感情さん　【蟲】------------------ホラー第１弾
　　　　　　　　　　文全体の形が虫の形をしていると思ったのは私だけだろうか
　　　　　　【蛍】淡々としたためた散文日記ですね
＞ＳｙＤ和尚さん　(その２)　出るわ出るわ、ぞろぞろでるわ
　　　　　　　　　　　　　　サラリーマンがぞろぞろ出るわ
　　　　　　　　　　　　　　というような詩を思い出してしまった。
　　　　　　　　　　　　　　たしか、中原中也だったか
　　　　　　　　　(その３)　ススキ野と読んでしまった　(^_^;

　　　　　　　　　　　　　　（その１）といい、子孫を残した直後に死んでしまう
　　　　　　　　　　　　　　　虫もいて、寂しいだろうに。せいいっぱいの歓呼
＞いいむさん　　１）秋の夜に　虫の世界にも　容姿　美声　詐欺　恐喝　色仕掛け
　　　　　　　　　　　　　　　食欲仕掛け　粉飾　催淫薬　惚れ薬　成り行き任せ　
　　　　　　　　　　　　　　　知能犯  力任せ　手当たり次第　いろんな形があるん
                              だろうね。見た目より厳しいらしいよ。さすがに金銭
　　　　　　　　　　　　　　　がらみは無さそうだ。
　　　　　　　　　　　　　　　　ｺﾞﾒﾝｺﾞﾒﾝ　秋のあわれを誘ういい歌にこんなコメン
　　　　　　　　　　　　　　　トをつけてしまって m(_!_)m

　　　　　　　　
　　　　　　　　３）水鏡　　２匹組、３匹組とかのトンボの交尾の体位を真面目に
                            研究した論文を見たことがあった。非発禁本（爆
　　　　　　　　小説「虫」　夢の中に時折でてくるような ("x";　ホラー第２弾
　　　　　　　　　　　　　　フロイト流の分析にたよったら、お決まりのコースに
　　　　　　　　　　　　　　なるのは必定だ。
＞ＫＡＮＡさん　「虫」　　待ってました、第３弾
　　　　　　　　　　しっかりした歯切れのいい文体ですね。
　　　　　　　　　　ヒチコックの鳥を虫に置き換えた、虫の人間に対する逆襲を
　　　　　　　　　　テーマにした映画を思い出しました。題名は忘れてしまった。
　　　　　　　　　　　・・・虫　・・・・・・・　は多分９８罫線なのでしょう。
　　　　　　　　　　-------虫 とか +++++++++ なのでしょうが、私のTOWNSでは
                     いいい虫　　ききききききき　に見えてしまう。(;_;)

                 おまけで一句の  腹の虫
                    おかあちゃん　腹へった、チチをくれろと泣く子かな (>_<;

                      癇の虫の子供には孫太郎虫という虫がよく効くそうです。
                    それを煎って食べます。昔、私もよく食べさせられたそうですが、
                    源五郎のようなものかゲジゲジのようなものだったか忘却の
                    かなたです。
　　　全般に私のコメントが一段と冴えないようで失礼しました。m(_!_)m

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごちゃっぺ歌会　ＭＯＫＥ
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  □♪♪＊♪的を得たコメントは出来そうにないので、自分で付けてね。♪♪♪♪□
  ■♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪■
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　　                                            見える人、見にくくてゴメン？
　　　　　　　　　　　　　　こうしてみれば、何もないのも無用の用となすべしか
　(^♪^)とか歌会の仕切り線に使っていた［♪♪♪♪♪♪♪♪］結構気に入っていたん
　　↑
 八分音符　       ですが、前々回の９８では見えないという御指摘で下に替えました。
 %#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#　　いかがだったでしょうか。今度は見えますか。
　恋の思いは伝えたい人には伝わらない。彼女にはこの思いも只々虚しく透過してしま
うのだろうか。かくして、かくもあさっての方に伝わってしまった。（激（劇（漠（爆
　ＮＶＬも盛んだが、Ｘ６８０００で或る人が書いた『ロミオとジュリエット』が、
９８で読んだまた或る人には『愛のセーラームーン』となっていた。
　こんな事って出来るのだろうか。こんなトリックを仕掛けてみたいが、無理だろうな。
知識がない。まるささんならできるかな。でも、実生活はこんなもんかも知れまへんな。
　透明人間-----------(ﾟ_ﾟ)--------(^^;  ｺﾚｺﾚ 善からぬ想像をしてはいけないっす。
  　　　　　　　　　　                                             ＭＯＫＥ
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  □■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□
　和尚です。歌会です。最近は１首詠むぐらいで許してもらう事が、
続いたので、今回は、３首ほど詠んで見ました。
その１)

　透明な　氷砂糖を　手渡した
　君も今頃　この空、見てる
コメント)

　遠く離れた人の事を、「今は何してるのかなぁ」などと思い出し
ている歌です。そういう、事ってないですか ?

その２)

　冬空の　雲ひとつ無き　その中を
　ただ透過する　風の気持ちは
コメント)

　冬は寒いっす。秋よりも冬の方が人恋しい、そんな気持ちを歌に
してみました。
その３)

　流れ落つ　君の涙の　透明さ
　冬の夜空に　にじむ街角
コメント)

　めずらしく、別れの歌などを詠ってみました。想像しただけで、
うるうる (*_*､) してしまいます(おバカ)。
　うーん。なかなか。今回のお題もシビアなものであった。
　この程度で許してもらいましょう(笑)。
／ＳｙＤ和尚(Sido-Osyo)

******************************************************************************

【みんなのなかにいるこどく】1994/11/23~24：感情。
　或る時或る所。
　キキと言う意地悪で利かん坊で過ぎる程に元気な男の子が居りました。キキはお父
様やお母様、そして学校の先生のおっしゃる事も聞かないで、お友達に悪戯ばかりす
る大変に悪い男の子でした。
　或る日曜日。
　お父様が書斎で御本をお読みになっているというのにキキは廊下でバタバタ、階段
でバタバタ。お母様に「キキ、音なしくなさい。お父様はお勉強なさっているのです
よ」と叱られたにも関らず態とらしく両のお耳に掌をあて相も変わらずバタバタ、バ
タバタ。流石にお父様の堪忍袋の緒も切れました。「キキ！音なしくしなさいと言う
のが解らないのか！ええい、解らない子はこうだ、解らないのならこうだ！」お父様
は抱き抱えたキキのお尻を叩きながら玄関に近づいて行きます。「お前なんかもう家
の子じゃない、お前なんか何処へでも行ってしまいなさい」お父様はキキをお庭に出
したかと思いますと玄関の扉を閉め鍵を掛けてしまいました。お母様が「あなた、少
し厳し過ぎないかしら？」と目でお父様に問われます。「時には厳しさもキキの為だ
よ」とお父様は優しい目で応えますが、それでもお母様は心配そうに扉を見つめまし
た。
　ところがキキはお母様が心配して下さっているにも関らず、お父様の優しい厳しさ
に何一つ堪えてはいませんでした。「アハハ、アハハ、やっぱりお父様の怒った顔っ
たら面白いや。そうだ、Ｃちゃんのお家に行こう、Ｃちゃんにどんな悪戯をしてやろ
う」そんなことを考えながらスキップしているのでした。
　「Ｃちゃん、あーそーぼ」キキが大きな声でＣちゃんを呼びますとＣちゃんのお母
様が出て来て下さいました。「あら、キキちゃん御免なさいね。Ｃは今日ちょっと用
事があるの」「なぁんだ、つまんない。いいよーだ、Θちゃんの所に行くから」キキ
は御挨拶もせずに駆け出すのでした。
　「Θちゃん、あそぼー」キキは大声で叫びます。すると「キキちゃん、今日は駄目
なの又今度ね」どうやらΘちゃんも御用事があるようです。「つまんない、つまんなー
い、いいよ、お家帰るから・・・」キキはうつむきトボトボと来た路を引き返すので
した。
　もう少しでお家と言う所にそれはそれは奇麗なお召しのお婆さんが立っておりまし
た。「おやおや可愛い男の子だねえ」お婆さんはキキに笑い掛けました。「お婆さん、
僕つまんないの、僕と遊ぼうよ」「おやまあ、こんなお婆ちゃんと遊んでくれるって
言うのかい？優しい子だねえ・・・でも、ごめんなさいね、遊んであげる事は出来な
いけれど・・・お前さんの望みを一つ、何でも叶えてあげるよ」お婆さんは優しくキ
キの頭に手を乗せました。「望み？」キキはそう問います。「そうだよ、お婆あちゃ
んがお前さんのお願いを何でも一つ、叶えてあげるよ」
　「うーん」少し考えて「そうだ、僕、透明人間になりたい」キキはこの間お母様に
読んでいただいた「透明人間」と言う少し恐いけれどとても面白いお話を思い出した
のです。「透明人間になりたいのかい？変わった子だねえ、お菓子が沢山食べたいと
か、そう言うのじゃなくて良いのかい？」「うん、僕、透明人間になってみたいんだ」
キキは元気に応えました。「そうかい、そうかい、何でも望みを叶えてあげるって約
束したもんねえ」そう言うとお婆さんはキキの頭に乗せた手に少し力を込め、呪文の
ような物を唱え始めました。「ラカナイミカナイナルサルパミナサルパ・・・ムニャ
ムニャ・・・エイッ！・・・ほうら、もうこれでお前さんの姿は誰にも見えなくなっ
てしまったよ」
　キキは水溜りを覗き込みました、するとどうでしょう。そこに映り込む筈のキキの
姿はありません。キキは嬉しくなってお婆さんにお礼も言わず「皆驚くぞー。どうし
ようかな？そうだＣちゃんのお家に行ってみよう。どんな御用事があるのか覗いてみ
よう。いっぱい意地悪も出来るぞー、えっへん、僕は透明人間なんだ」と走り出しま
した。
　「あれ？Θちゃんが来てる。ＣちゃんもΘちゃんも遊べないって言っていたのに・
・・いいなあ、あのケーキ。おいしそうだなあ」ちょうどＣちゃんとそのお母様、そ
してΘちゃんとで三時のおやつのケーキを食べている所なのでした。「そうだ、僕は
透明人間なんだ」キキは窓をそっと開けお部屋の中に入り込み、Ｃちゃんのケーキに
手を伸ばしました。その時です。「ねえＣちゃん。何故キキちゃんとは遊ばないの？」
Ｃちゃんのお母様がそう問います。「だってキキちゃん意地悪なんだもん、ねえΘちゃ
ん」「うん、だからね。Ｃちゃんと相談してもうキキちゃんとは遊ばない事にしたの。
ね」「うん、キキちゃんと遊ばなくても、Θちゃんと遊ぶからいいんだ」
　キキは急に寂しくなりました。「いいよ、僕お家帰るよ・・・」ケーキもそのまま
に入ってきた窓から外に出て、トボトボトボトボお家に帰りました。
　「ただいまー」お父様とお母様はお庭でキョロキョロ探し物をしているようです。
「ただいまー」キキがそう大きな声で言ってみても探し物を止めようとはしません。
　お父様が大きな声で「キキ、キキ！もう怒っていないのだから出て来ていいのだよ」
お母様は心配そうに「あの子ったら一体何処へ行ってしまったのかしら・・・」そう
です。キキを捜しているのです。キキは怒鳴ります「何をやってるの？お父様！お母
様！僕はここだよ、ここにいるよ！」でもお父様もお母様もキキに気付いてくれませ
ん。キキは思い出すのでした「そうだ、僕は透明人間なんだ。お父様もお母様も僕が
見えないんだ・・・透明人間て声も聞こえないんだ・・・そうだ！」キキは慌てて走
り出しました。勿論さっきのお婆さんに元に戻してもらう為です。・・・しかし、い
くら捜してもお婆さんは見つからないのでした。
  *------------------>

　お母様がキキの写真の前で泣いています。お父様はあれからずっと、そして今日も
キキを探し続けています。キキは泣き叫びます。「もう僕は誰にも見て貰えないんだ・
・・僕にはお父様もお母様も見えるのに、お父様やお母様には僕が見えないんだ・・・
ずっと、ずっとそうなんだ・・・これからも、ずっとずっとずっとそうなんだ・・・
うぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあああああ！！！！
くぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃいいいいい！！！！」
キキは声が枯れるまでそう叫び続けるのでした。
　*------------------>

　キキに妹が出来ました、モモと言う名前です。お父様もお母様もキキの事など忘れ
たようでした。飾られているキキの写真にも埃が積もっています。しかしキキは只そ
こに同じ姿でずっといるのでした。
　今日はモモの三度目の誕生日です。丸いテーブルをお父様お母様、そしてモモの三
人は囲み、その真ん中には大きな苺のケーキを置きました。お父様もお母様もそして
キキを知らないモモも・・・とても幸せそうに笑っていました。キキは三人の幸せを
その輪の外から只見つめるのです。これからもずっと見るだけなのです。
　キキは三人の幸せそうな顔を見て小さく微笑むのでした。
                        （註・*-------->部は都合により削除致しました：感情。）
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　　　　　　　　　　　　　　　　歌会で始めて描いた絵画であった。m(_ _)m

　　　　　　　　　　　　　［　透明　］　　（雑文　断片）
　我ながら難しい題材を花題にしてしまった。
これから真先に浮かんだのは心が透明であるとかであったが、それをそのまま歌にして
しまっては、安っぽいセンチメンタリズムに陥ってしまいそうだ。それでやめました。
　第２に「０」が連想された。これは足しても掛けても、相手が変わらなかったり、消
えてしまうから、絵にはなりそうにもない。
　子供の頃、０で割ることは出来ないと教えられたが、理解できなかった。
何物かを０すなわち「何もないもの」で割っても相手が変わるはずもなかろう、とい
うのが僕の主張で、ガンとして譲らなかった。
　小数を知った時には、０で割ったら無限大になるのであって、割れないことはないと
思った。超無限大になるのだと屁理屈をこねる。
　ある数に０乗を乗っけると、全て１になるなどとはますますもって分からない。これ
を対数グラフなどを使用せず、実社会の事象を例にとって解説せよ(-｡-;

　ギネスブックによると地上での人工の最高真空は７ｘ１０の－１６乗atm.だそうです。
　この世に生まれた人間は永遠に透明になれないか。
虎は死んで皮を残し、ヤクザは死んで刺青をのこす。普通の人は骨を残し、またある人
は借金を残す。
　なにかを極めると、「無」いうなれば透明に行き着くというのが東洋的思想の決着の
付け方の一パターンであろう。ヨーガでは心を空っぽにすると多大な力が得られるとい
う。また、天下第一の弓の名人紀昌がその究極には、弓という名もその使い途も忘れて
しまったと、中島敦の「名人伝」にある。単なるボケとも思え、安易とも思える、ある
いはごまかしかもしれないこの決着の付け方が全宇宙をも腹に収めるという東洋的、禅
的思想なのでしょう。
　だがその中にも「完全透明」と「限りなく透明に近いブル－」の違いはある。
単なるボケ爺さんとボケた紀昌爺さんには一線以上の隔たりがある。純水ではなくミネ
ラルウォ－タ－を求めているような気がする。しかもその中の要素は少なければ少ない
ほどいい。
  最近GIRONで討議されたものの二番煎じのようだし、なにを書いているのか自分でも分
からなくなってきた。元来簡単に決着のつけられる代物ではない。
　熱にうなされ漆黒の闇に放りださる
　ここは無限に広がる漆黒の透明世界
　意識は漆黒の果てを掠れども至らず
　透明世界を巡りて灼熱の体内に戻る
　手に触れども得ず手に入れども得ず
　透明の闇に包まれどその実態を得ず
　
　　これはガキの頃、熱にうなされると、決まって襲われた夢の中の感覚です。
　この不安感を他人に伝えたいと思うが、子供ながらに言葉では表現できないだろうな
　と思っていた。花題に合わせ無理やり作詩化したが、適切に表現できていない。
　今ではあの時のいい知れぬ感覚を、自己内でも正確には再現できなくなっている。
　朝、部屋の中に朝日が差し込んだ。無数のホコリがキララと反射し浮遊している。
ホコリが空気の透明感を引き立てている。なんとなく今日はいい日になりそうだ。
  難解な文章、何を言いたいか分からない文章は駄文の証明です。
　付き合わせてしまって済みません。読み流してやってください。(^_^;

　　ついでに蛇足で０乗の説明、へでなしのさいごっ屁
　一人前以上つまり１より大きい人は努力すなわち累乗を重ねれば重ねるほど、驚くほ
どにおおきくなる。しかるにコンマ以下の人間は努力すればするほど報われず、挫折感
に打ちのめされ、塩ナメクジのように小さくなっていく。あうっ。凡人は努力してもし
なくても元のもくあみ。-----------それはおいらの話で、前途洋々の皆さんはそんなこ
たあないか。----------------------------そう願おう。－－－－－－
　いまひとつ、熊さんも八つぁんも与太郎もゆったりと座って、黙っていれば一端に見
える。黙っていれば１に見えるものを、こんなにオバカを饒舌にしては塩ナメクジだぁ。
ある数の０乗の説明になったかなぁ。精神状態が普通ではない。(~_~;

　これがどうして「 透明　透過　など」なんだ。-------空虚な書き込みでした。
               おあとがよろしいようで　　　　　　１６２８　ＭＯＫＥ m(_｡_)m

******************************************************************************

　　　　　寒風吹き荒ぶ世界を老人は眺めていた。その背後のソファでは軍服に
　　　　身を包んだ男が頭を抱えていた。彼はつい先日退職した女性が某国から
　　　　送り込まれたスパイである事をつきとめたばかりだった。
　　　　　「博士、データはどうなりましたか？」
　　　　　男は不意に顔を上げ老人にすがるような目つきで尋ねた。
　　　　　「すべて・・・持ち去られたよ。」
　　　　　博士は視線を窓の外に向けたまま事もなげに呟いた。戸外では研究員
　　　　たちが土の山をこしらえている。その中の一人は彼らの作業により完璧
　　　　を期するためポケットから取りだした何かに火を灯した。
　　　　　「ではあの兵器は・・・。」
　　　　　兵器・・・この研究所では物を透明化する薬剤の開発を行なっていた。
           「あの装置は完璧すぎた。」
　　　　　博士はそう呟きな土の山がら天に登っていく煙を見つめていた。
          透明化薬は物質の電磁波反射を皆無にするものだった。つまり熱線も通過
        するのである。但しそれが判明したのは今日だった。
        　国境線で凍死した彼女が発見されたのはそれから３日後のことだった。
        　
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
　ははははは(^^;

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きょくせん
******************************************************************************

　毎度、お世話になっています。
　今回のテーマ「透明な、透き通った」と言うのは良いテーマだと思うのですが
　結構難しいような気が(^_^;)……
　それでも、何とか捻ってサスペンス（？）風に書いてみました。
　どこをどうやればこの素晴らしいテーマがこう化けるのか……(^｡^;)

                                        id:1980 いいむ
-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-

　　　紅く透き通った……
　「裕史、嘘つくと体の中が真っ黒になっちゃうんだぞ。」
　私は夫の儀久が、確かにそう言ったのベッドの中で聞いた。
　今年で５歳になる長男の裕史は驚くほど賢く、そんな嘘はすぐに見破った。
　「うそ、体の中には赤い血が流れているんだよ。」
　夫は変なところにこだわる人だった。
　子供に嘘と見破られたのが少し機嫌を損ねたらしい。
　「最初は赤なんだけど嘘をつくほど血が黒くなっちゃうんだよ。」
　「うそだい……。」
　今度の裕史の言葉は少し怯えたような声だった。
　知らぬで済まそうとした私も、少し不安になり夫に声を掛けた。
　「あなた、裕史に変な……。」
　夫は片目をつぶり私に合図した。
　「本当なのママ？」
　「……ママもよくわからないわ。」
　この場で夫に何を言っても始まらない、そう判断した私はこの場は適当にごまかす
  ことにした。
　後で夫がいないうちに正しいことを教えよう、そう思って私は再び眠りについた。
　しかし、これが過ちの元だった。
　翌日、気分が悪いと言って休んだ夫のために、残業を取りやめて定時で家に帰った
  のも何かの運命だったのかも知れない。
　家のドアを開けた瞬間、生臭い、吐き気を催すほどの血の匂いがした。
　「！」
　私は不安に駆られ、私達の寝室にかけ込んだ。
　ベッドはもちろん、カーテンや床におびただしい血の痕があった。
　そして、裕史が夫を見つめるようにぼんやりとベッドの前に立っていた。
　突っ伏して寝ている夫の背中には包丁が突き立ててある！
　裕史は私に気が付き、振り返った。
　「ママ……パパってうそつきだよね……。」
　どす黒く変色した返り血を浴びて、裕史がそう言った。
　「ママの血も黒い？ママのは、ママのは、紅く透き通っているよね……。」
　夫の背中から包丁を抜き取った裕史が、泣き出しそうな顔で私に迫ってきた。
　「ママ！ママ！」
　ああ、裕史。そんな顔をしないで、ママは……ママは……
　そこで松村直美は号泣し、本日の供述記録の作成は継続不可能と判断された。
　しかし、なんとも痛ましい事件だった。
　５歳になる長男裕史は父親のつまらない冗談を真に受け、寝ていた父親を殺害し
　帰宅した母親まで殺そうとした。
　そして、その母親は正当防衛の過失（これについては現在調査中である）で、
　裕史を刺し殺してしまったのだ。
　
　面会室の収容者と面会人とを隔てる強化アクリル製の透明な壁の向こうで、
　直美はいつまでも、いつまでも泣き続けた。
　
　-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-

  うーむ、よくわからない内容だ。
  内容なんて無いよー、なんちって……すいません疲れています；
  これでも短くしたのですが、短くしすぎて内容がわかりづらいですね。
  今回は…いや、今回も(^_^;)不調ということでご勘弁を。
                                                id:1980 いいむ でした。 

******************************************************************************

　また参加させていただきます。よろしくお願いします。
　今回は解りやすくいきます（超いいわけ）。不調です(;_;)。
        ・水色の　甘くて苦い思い出が
                　とけてもうすぐ　透明になる
        　思い出すのもままならない昔の記憶、中学時代。
        　あのころの、たった一つの思い出も、時が経てばやがて無に帰す……。
        　ってな感じで書きたかったのですが、……うーむ、安直。
        　そうだ、「水色時代」っていう少女マンガがありますね。
        　みなさんがよく知ってる某氏の愛読書だったりします（超謎）。
        ・農薬を「かけてない」とは言われても
                　絶対ウソだ虫の穴なし
        　むー、お粗末。ゆるして＞ＭＯＫＥ様、皆様
        　これは前回のお台の方が近いかもしれませんね(^_^;)。
        　農薬って、消費者にとっては透明で、知識がないと分かりませんよね。
        　原液はすごい色をしているけど、まく時は薄めて使うし。
        ・断熱材　厚く隔てた壁ごしに
                　寝返りをうつ　あの子は見えず
        　えーと、あのー、そのー、まぁいわゆるノーコメント（汗）。
　以上でございますぅ。御容赦。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１９１　おぶじぇ
.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'

　……と思いましたが、これだけでは淋しいので小説も書きました。
　いつも感想を言うばっかりで、自分は発表しなかったし……。
.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'

　「ちょっと待ってて、コーヒー入れるから」
　　突然の来客（俺だけど）に嫌な顔ひとつせず、圭子はマグカップを用意し
　始めた。いつも通りの、俺が知ってる圭子だ。それを見て、俺はなぜか安心
　した。
　　圭子は幼馴染みで、俺より１歳上だが、今では同じ大学の同じ３年生だ。
　あいつが１浪した時、「同じ大学を受験してみない？」と言われ、俺は冗談
　のつもりで受験した。あいつにはもう未練がなかったから、別に合格しなく
　てもいいと思ってた。だが結果は皮肉なもので、この大学にしか合格しなか
　った。
　「できたよ」
　　圭子がカップにコーヒーを注ぎ始めた。湯気が二人の間に割って入った。
　「直樹、ふられたんでしょ」
　　唐突に圭子が切り出した。はっきり言って図星だ。
　「なんで分かったんだよ」
　　俺の心が透けて見えるんだろうか。
　「お姉さんは何でもお見通しなの」
　　やっぱり透けて見えてるのか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾂﾞﾗ
　　同級生になった今でも、圭子は俺に対して姉貴面をする。人前でやられると
　なんとなく恥ずかしいし、ちょっとむかつく時もあるのだが、結局はそんな
　圭子に頼ってしまう自分が情けない。
　　俺は率直に聞いてみた。
　「なあ、人の心って、そんなに簡単に読めるのか？」
　　コツがあるなら、知っておきたかった。
　「あんた、辛いことがあると私んちに来るもんね。ワンパターンすぎなの」
　　なんだ、種を明かせばそんなもんか。俺はちょっと拍子抜けた。同時に、
　自分の単純さに腹が立った。
　　だが圭子の言葉はまだ続いた。
　「ついでに言っとくけど、言いたいことがあるならハッキリ言いなよ」
　　クッキーの箱をバリバリと開けながら、圭子が言った。
　「私のこと忘れられないんでしょ。バカよそれって。だからふられたのよ」
　　思わず否定の言葉が口から飛び出そうになった。だがそれよりも早く、圭子
　の言葉が刺さった心の傷口から、押し殺していた本心が漏れだしてきた。
　　図星だった。俺は自分を偽っていただけなのだ。
　　くやしくて、恥ずかしくて、何も言えなかった。
　　しばらく、二人とも無言のまま時がすぎた。圭子は一人でクッキーを次から
　次へと食べていた。
　「まあ、辛かったらいつでも来なさい。お姉さんが面倒見てあげるから」
　　考え方によっては屈辱的な言葉だが、怒る気にはならなかった。
　　これが彼女なりの慰めの言葉であるのは分かっている。
　　俺はすっかり冷めたコーヒーを一気に飲み干して、座布団から立ち上がった。
　「帰るの？」
　「うん。ごちそうさん」
　　慌てて圭子も立ち上がった。
　　玄関まで来て、靴をはく俺の背中で圭子が言った。
　「私には直樹の心が読めても、直樹には私の心が読めないんだ」
　「ん？ なんだよ」
　　立ち上がってドアを開くと、玄関先にいたスズメたちが逃げていった。
　「どうせ直樹には解んないよ」
　　つーんと、圭子はそっぽを向いた。
　「あー、どうせ俺には解んないよ。じゃあね」
　　俺の背中で、ドアが閉じた。
　　バイクにまたがり、キックでエンジンをスタートさせながら、俺は最後の
　会話を思い出していた。
　　　“どうせ直樹には解んないよ”

　　　“直樹には私の心が読めないんだ”

　　その瞬間、俺はようやく圭子の心が解ったような気がした。
　　俺は慌ててエンジンを止めヘルメットを外すと、圭子の部屋へと向かった。
　　答えがあってるかどうか、確かめるために。
.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'

　いいむさんのまねをしようと思ったのですが、ガキの恋愛です（苦笑）。
　いいむさ～ん、見てますか～？（笑）
　短歌を含めたら１００行を超えてしまいました。ＭＯＫＥさんごめんなさい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１９１　おぶじぇ
******************************************************************************

＞ＳｙＤ和尚さん　その１　私は氷砂糖を溶かしながら、空を見てます。なんて ;free

　　　　　　　　　　　　　に書いてあったら嬉しい。頭１や３では困る(-｡-;

　　　　　　　　　その２　冬の寒さは叙情的に透明感を増す。
　　　　　　　　　　　　　風は人の代理なのでしょうか。おおぉ、さぶう
　　　　　　　　　その３　その２に引き続いて、おおぉさぶう、さぶう
　　　　　　　　　　　　　どこかから引き続いて再発言、恋愛物は苦手 (>_<;　
　　　　　　　　　　　　　これで歌の題材の大半を失っている私であった。
　　　　　　　　　　　　　君の涙と僕の蜜を煮詰めて作った氷砂糖、君にあげるよ。
　　　　　　　　　　　　　その１に戻る　§^｡^§
＞感情さん　　人が死んでも、その霊魂は生き続けるという説がある。
　　　　　　　そうなら、交通事故で幼い子供を失った家庭の状況はきっとこんな感じ
　　　　　　　でしょう。でも題名が【みんなのなかにいるこどく】だから、趣旨は違
　　　　　　　う所にあるのでしょうね。ごちゃっぺに合わせて、無理に圧縮して頂い
　　　　　　　たようで済みません。
＞きょくせんさん　御免なさい。よくわかりませんでした。うううっ(>_<;

　　　　　　　　　土の山---天に登っていく煙---電磁波反射を皆無にする------

                  ------がキーワードなのでしょうか？
　　　　　　　　　僅かに注ぐ太陽熱線も透明化薬により遮られ、凍死したということ
                  なのでしょうか。------透明化薬が熱線反射を完璧にするというの
                  なら理解もできるのだが、----それとも女性スパイの体から生まれ
                  る熱も蓄積されず発散されて凍死ということなのかな--------そう
　　　　　　　　　でもなさそうだ。(;_;)

                  きょくせんさん、おせ～て。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＞いいむさん　こんな馬鹿なこと、と思うかもしれないけれど、起きるかも知れない。
　　　　　　　金属バットから隣人、親殺しがあって、最近話題の妻子殺人、連続リンチ
　　　　　　　連日の拳銃騒ぎ。昔から人が簡単に殺され過ぎる。
　　　　　　　ルーレットを連想してしまった。君はどちらに賭ける？赤か？黒か？
              詰まらん冗談言っていいかしら。赤いキツネにみどりの狸　m(__)m ﾊﾊｰ
＞おぶじぇさん　水色の　思い出が透明になると、どうなるのだろう。
　　　　　　　　　　　　解説のように消えるだけなんだろうか。
　　　　　　　　　　　　僕の中学時代の「恋は水色」という歌が苦い心に残る。
　　　　　　　　農薬を　そうだ。目に見える物より、見えない物の方が恐ろしい。
　　　　　　　　　　　　あらゆる方向から、様々の姿を隠して、八百萬の邪悪が
　　　　　　　　　　　　見えないままにやって来る。
　　　　　　　　断熱材　修学旅行か、グループでスキーなんかに行った時のかな。
　　　　　　　　小説　　最近流行りの（そうでもないか？）友達以上、恋人未満とい
　　　　　　　　　　　　うやつかな。
　　　　　　　　　　　　＞圭子の部屋へと向かった。答えがあってるかどうか、確か
　　　　　　　　　　　　　めるために。
　　　　　　　　　　　　おいらは単純だからそれなりの答えを想像してしまう。
　　　　　　　　　　　　それではつまらないから、別の続編を期待してしまう。
　　　　　　　　　　　　チャンスがあったら書いてくださいね。
　　皆様はお長いのがお好きなようで。一様に百行制限をお気になされたようで
　相済みません。でも詩とか歌もいいですよ。昔は私も詩人なんて、ひとりよがりで、
　訳の分からんことを書く、鼻持ちならん奴だと思っていたけれど、それだけでは
　ないようですよ。バッタバッタと枝葉を切り捨てて、残ったエキスをＬＨＡで圧縮
　し、高温高圧でレトルトパックしたのが詩だ、なんてかっこいい宣伝文句は思いつ
　くが、物にならないのが悲しい。
　　ちゃうちゃう、ごちゃっぺ歌会の本分は庶民のことば遊びでした。
　　もちろん、長文も歓迎されますよ。
                                     　　　　　　ごちゃっぺ歌会　ＭＯＫＥ
-番号- -年月日- - 時刻 - -書込者- -ﾚｽ番号- -タイトル-

00524  94/12/05 19:18:41 1628              ごちゃっぺ歌会  作品募集
  ■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■
  □　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
  ■ 　　    　　　   第９回　ごちゃっぺ歌会　作品募集        　　　　　　■
　□　　　            ￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣　　    　　　　　　□
　■　花　題　：　　　　　苦しくない 　　　　　　　       　　　　　　　　■
　□　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
　■　締切り　：　９４年１２月２５日　頃　MAILにて ID:1628 ＭＯＫＥまで 　■
　□　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
　■　発　表　：　９５年　１月　１日　頃　LITERボ－ドにて全作品掲載予定 　■
  □                                                                      □
  ■　　＊　作品にはＩＤ番号とハンドルを併記して下さい。                  ■
  □    ＊　的を得たコメントは出来そうにないので、自分で付けてね。        □
  ■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
  □■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□
　第９回　一桁の最後ですね。
　先ず大工------これはパス。
　ベートーベンの第九----時期的にもぴったしだ、しかも合唱付き。期待可参加者多数
  　                    でも歌を歌にするのは難しそう------で、これもパス
　句会、苦界------苦しい------おおっ、これいいね。------でも、発表が正月一日
　　　　　　　　　　　　　　　ひんしゅくをかいそうですね。------これも、やめ
　　　        おおっ、ちょっと待てよ、『苦しくない』------是ならいいでしょう。
              苦しくない→楽しい→めでたい　　正月向きだ。
　時は珍宝拾五年、陰暦正月二日、場所は江戸城大奥謁見の間、初見世の儀
　　　『苦しゅうない、もちっとちこう寄れ』　いいよなぁ、ずるいよなぁ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＭＯＫＥ
-番号- -年月日- - 時刻 - -書込者- -ﾚｽ番号- -タイトル-

00550  95/01/01 00:05:21 1001              歌会発表（代理アップ）
　□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□
　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
　□                　謹賀新年                                        □
　■ 　    Ｏ　 　  　 　　　　　　　　　　　　　　　 　　 Ｏ         ■
　□　　   i|Ｏ       　                            　　 　i|Ｏ       □
　■   　 Ｏ|i|    　　 第９回　ごちゃっぺ歌会　発表　　  Ｏ|i|       ■
　□　　  i|i|i    　     　　　　　　　　　　　　　　    i|i|i       □
　■ 　  ＊ ◇ ＊                               　　　   ＊ ◇ ＊     ■
　□　　＊＊∞＊＊      花　題　：　　苦しくない 　　　 ＊＊∞＊＊    □
　■  　 ＊＊＊＊        　　　　　　　　　　　　　　　  ＊＊＊＊     ■
　□　　 ||ii|i|i            　　　　　　　　　　　　　　||ii|i|i     □
　■ 　 " " " " " " 　        　　　　　　　 1995.1.1 　" " " " " "   ■
　□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□
    　　　　　註：門松の挿絵は　1436 ききさん作 を借用させて頂きました。
　題：呼吸は正常
　　北風が　財布の隙間　通り抜け
　　独りこたつで　寝る聖夜かな
　　　・うっ、いかん。苦しい歌になってしまった(^_^;)。
　　　　実際の私の生活は、質素ながらも心に寒風が吹くことはありません。ﾎﾎﾎ｡
　題：登山
　　初日の出　見るためならば　なんのその
　　でも酸欠で　やっぱり苦しい
　　　・うがーっ、どうしても苦しい歌になってしまうっ。
　　　　しかも歌的にも苦しい出来だっ！　おそまつですが許して。
　……えー、今回はこれだけです。難しかったです(^_^;)。＞花題
　「苦しくない」ってことは、普段は当たり前のように考えがちだけど、
　いざ苦しくなってみると、そのありがたみが分かるんですよねぇ。
　皆様の一年間が、“苦しくない”一年間でありますことを。
　ｱｳｰ･･･こういうセリフはシメでＭＯＫＥさんがびしっと言うべきだったかも（汗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１９１　おぶじぇ
******************************************************************************

ごちゃっぺの端のほうに寄せさせてくださいませ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【恐ろしくはない】 1994/12/15  :感情。
　　　　　　　　　　　　　　　いつも皆と一緒だった。勉強する時も、遊ぶ時も。
　　　　　　　　　　　　　　　僕という個は何処かへ忘れて、皆の中の僕だった。
　　　　　　　　　　　　　　　だから。皆と一緒だから恐ろしくはない、けれど。
　　　　　　　　　　　　　　　生まれた時から僕は、マニュアルに囲まれていた。
　　　　　　　　　　　　　　　生き方も恋愛も何もを僕はマニュアルに教わった。
　　　　　　　　　　　　　　　だから。それがあるから恐ろしくはない、けれど。
******************************************************************************

　苦しくないと　自ら逝く子　造られし
　　　　『遺書』に『彼らを責めないで下さい』とあったのを読んでいい加減にして
　　　欲しいと思った。汝はキリスト様なのか。わるいが、そうではあるまい。
　　　『仇をとって下さい』とあって欲しかった、私は。
　　　親にすれば、『この恨み晴らさでおくべきか』だ。
      『真相を明らかにしたい』『またこのような事が起きないように』と、この社会
　　　では言わねばならぬ苦しさよ。心中察するに余りがある。
　　　  私ほど歳を喰った者でも味わったことがないほどの苦しみを受けて、本音を言
      わないとは------、それも死を前にして。
　　　　人の社会では言いたくても言えないことがある。だが、いざとなれば本音を言
　　　うことが必要になる時がある。まして、中学生なのだから、早いうちに本音を発
　　　露してほしかった。生前にやっていれば、違う展開になっていただろうに。
　　　それで自尊心が損なわれたとしても、この局面ではそんなこと二次的なことだ。
　　　大人の社会の息苦しさが子供の社会にさらに歪んだ形で伝播しているようだ。
　　　　数年前、同じように苛められて自殺した小学生が描いた板絵をテレビで見た。
　　　顔をかたどった板の両面に自画像が描いてあった。表には笑顔。裏には凄まじい
　　　形相をした恨みと悲痛の顔。これを見た時、全身がゾクッとした。
　　　それにしても、和を以て尊しとなす日本社会かぁ。
　　　多勢の和の前では個の真実は虐げられる談合社会。
　　　　社会や周囲に合わせることも大切だが、同時に異質の自己を自ら尊重する個人
      主義も大切だ。そしてそれを受け入れる成熟した社会に成長する責任も日本人に
      はある。
　　　苦しいことは苦しいんだ。
                                                94.12.25　　　1628 　ＭＯＫＥ
******************************************************************************

苦しくない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高坂冬威
あなたはそれでも苦しくない？
「あなたはそばに誰かいないと、駄目な人なんでしょ。」
「平気に決まってるじゃん。平気だよ。」
僕はその時は、本当にそう思った。
だけど駄目な人だった。
平気じゃないのは、僕よりも君が知ってる
君が僕のことを一番知っていた
僕は、そのことに気付いた。
久しぶりに散歩に行った。
ちょうど、タバコを切らしていたので
暗い夜道の中、明るく光る販売機の前に立った。
そして、彼女の言葉を思い出した
「あなたがタバコを吸ってる姿、かっこいいわね。」
僕は苦笑いをした。
僕は、タバコを買うのをやめて、歩きだした。
君が誇れるような人に、僕はなろうとしていた。
かっこよく生きようとしていた。
ゲームで、僕は君に負ける。
君はうれしそうに僕をまかす
僕は悔しかったけど、
君の嬉しそうな顔を見ると、そんなことは
どうでもよかった。
「弱いじゃない。もう私は誰にも負けないわよ。」
誇らしげに言う。
「この野郎、まだ本気だしてないんだよ。」
実際は、いつも本気で戦ってるんだ。
いつも本気でね。
一人で高速に乗るのは、はじめてだから緊張する。
いつもは、ナビをしてくれる人がいるから安心してたけど
今回は一人で乗るはめになった。
首都高の分かれ道がまだ把握できない僕は、
ゆっくり走る。
「寝てて、いいよ。あとはだいたい分かるから。」
そんなことを言ってもいつも起きていくれてた君がいたんだ。
ボリュームを大きくして、僕は歌った。
いつものように。
「ゲームセンターに行こう。」
それが、最後の言葉だったような気がした。
僕は一本の糸が切れていて、行かなかった。
行けば良かったのだろうか。
君と別れた後、手紙が残っていた。
　少し離れて暮らしましょう。
　近くにいすぎた。
心配かけすぎたね。
涙が出てきた。
よく一人になると、公園に散歩に行った時を思い出す。
君は一人はしゃいで、滑り台にかけのぼった
僕はそれをながめて、ブランコに揺られて
タバコをふかしている。
「あなたがタバコを吸ってる姿、かっこいいわね。」
遠くから聞こえた。
「コーヒー買いに行こう。」
僕はそう言って公園を出る。
「弱いじゃない。もう私は誰にも負けないわよ。」
そんな言葉を思い出した。
そう、君は誰にも負けないひと。
自分なりに、生活を見つけられるひと。
だから、僕はもう関わらないほうがいいのかも。
温泉旅行の帰り道
今度はどこ行く？、なんて言ってる。
その顔は楽しそうで、だけど眠そうな顔をしていた。
「寝てて、いいよ。あとはだいたい分かるから。」
僕も少し眠たかったけど、頑張って運転した。
そんなことが分かったのか、
君は色々話しかけてくれた。
そんな君は、今、自分の車を運転してるね
夜一人になると、色々なことを思い出す。
そして、寂しいから、誰かを酒に誘う。
一人の夜は、誰かに会いたい。
「あなたはそばに誰かいないと、駄目な人なんでしょ。」
そうなんだ誰かがいないと駄目なんだ。
一人でいると、自分が嫌いになるから。
今度ゲームセンターでも一緒に行こうよ
僕は苦しくない
---------------------------------------------------

何だか題材の「苦しくない」ってのは、苦しいけど
意地を張って苦しくないと言ってるとしかとれないので
だからそんな事を考えたら色々出てきて、一つ一つ書くよりって
全部つなげてしまった。(^^;

けっこう長いものなので、読むのはかったるいだろうけど
色々と、つながりを考えてみました
最後に、
この詩は、ゆららとの思い出をつなぎあわせてつくりました
　　　　　　　　　　　　　　　1854　　　ＴＯ－Ｙ
******************************************************************************

   歌会の作品です：いいむ
　毎度、お世話になっています。
　今回の作品提出の早さは、一番を狙ってみたのですがどうだったでしょうか。
　(^_^;)　        ~~~~

　しかし、自分の作品っていつも長いなぁー（苦笑）。
　一応「題」で短歌等を考えてみるのですが、まるっきり思いつかなかったり
　すると長文で逃げを打ってしまいます（苦笑）。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
                               ぱふぱふ
　それは、孝子と付き合うようになって初めての元日のことだった。
　ボクがいつものようにスーファミに向かい、「かまいたちの夜」を始めた時
　の事、
　「ねぇ、『ぱふぱふ』って知ってる？」
　隣のキッチンで洗い物をしていた孝子がいきなり言った。
　「へ？」
　ボクは思わずＡボタンを押してしまい、変な選択肢を選んでしまった。
　「『ぱふぱふ』って知ってるって聞いたの。知ってる？」」
　「あ、ああ。胸に顔埋めてぱふぱふって挟む奴だろ？」
　心の動揺を隠せないまま、ボクは孝子を見上げた。
　エプロンの裾で濡れた手を拭きながら孝子がこっちの部屋にやってくる。
　「してあげよっか？」
　悪戯げな微笑みを浮かべた孝子は、別段酔っている様子もない。
　推定８７センチの孝子の豊満な胸の『ぱふぱふ』はさぞかし気持ちいいだろう。
　ボクは少しだけ戸惑いながらも孝子の胸の感触に酔いしれた。
　ああ、新年早々こんな……。
　神様…いやこの際、アスタロトでもハスターでもなんでもいい。
　素晴らしい元日をありがとう……。
　柔らかい……でも、少し息苦しくなってきたぞ……。
　それでもボクの頭を抱える孝子の手は少しも緩まない。
　ま、いいか……でも、だめだ！
　「苦しい！！！！」
　…。
　……ボクは目が覚めた。
　ベッドと壁の隙間に枕ごとはまっていたらしい。
　「夢か…。」
　ぼんやりする頭に、誰かが洗い物をする音が聞こえてきた。
　そうだ、孝子だ。
　ボクはベッドから降りると、目をこすりながらスーファミのスイッチを入れた。
　その時キッチンから孝子の声がした。
　「ねぇ……。」
　それを遮るようにボクが言う。
　「『ぱふぱふ』なら知ってるよ。でも、今度は苦しくないようにしてくれよ。」
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　みなさん、お正月ですね。
　（うちは喪中なので新年の挨拶ができません。(^_^;)）
　ところで、みなさん『ぱふぱふ』って知ってました？
　あまり深くは語りませんが……いいですよね。
　                                              ＩＤ：１９８０　いいむ
******************************************************************************

　うぅ、ねむい。追酒くらって寝るとするか。(+_+;

　立石寺の除夜の鐘、よかったなぁ。
　コメントはどうしたぁ？　　正月三が日は休みだい。(^^ゞ
　『ぱふぱふぅ？』　そんなのがドラクエの３にもでてきたなぁ。
　去年良かった人も良くなかった人も、有無を言わさず一斉に新しい年の幕開けじゃい
。
　新鮮な新年の空気を身体いっぱい吸い込もう。
　まて、その前にひと眠りしよう。(-｡-)ﾟﾟﾟ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごちゃっぺ歌会　　ＭＯＫＥ　
-----------------------------------------------------------------------------

　大晦日　元旦までに後２分
　　
　　　歌を詠むにも　苦しすぎかな
　　　　　　　　　　　　　　　　　代理アップのついでに詠んだが
　　　　　　　　　　　　　　　　　本当に苦しい　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｄｕｋｅ
-番号- -年月日- - 時刻 - -書込者- -ﾚｽ番号- -タイトル-

00555  95/01/05 19:35:16 1628              ごちゃっぺ歌会 作品募集
  ■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■
  □　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
  ■ 　　    　　　   第１０回　ごちゃっぺ歌会　作品募集      　　　　　　■
　□　　　            ￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣　    　　　　　　□
　■　花　題　：　　　　　　　　　氷　 　　　　　　       　　　　　　　　■
　□　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
　■　締切り　：　９５年　１月２５日　頃　MAILにて ID:1628 ＭＯＫＥまで 　■
　□　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
　■　発　表　：　９５年　２月　１日　頃　LITERボ－ドにて全作品掲載予定 　■
  □                                                                      □
  ■　　＊　作品にはＩＤ番号とハンドルを併記して下さい。                  ■
  □    ＊　的を得たコメントは出来そうにないので、自分で付けてね。        □
  ■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
  □■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□
　漸く大台の第１０回、とういことは約１０カ月。歌会のことだけについてみれば、長
く感じられる。２、３年経過したような心持ちだ。十月十日というけれど、こんなに長
い期間子供を腹に宿して、神経を遣いながら生活するなんて大変なことだ。変な所で、
改めて感じ入ってしまう。
　　　いい花題がなかなか出てきませんでしたが、上でいいでしょう。
　　　これなら歌になりそうだ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＭＯＫＥ
-番号- -年月日- - 時刻 - -書込者- -ﾚｽ番号- -タイトル-

00574  95/02/01 20:01:50 1628              ごちゃっぺ歌会  発表
  ■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■
  □　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　 　 　□
  ■ 　　     　　　第１０回　ごちゃっぺ歌会　発表       　　　　 　　■
　□　　　　  　　                                        　　　　    □
　■　         　　 花　題　：　　　　氷　　　　　　　　　　 　　 　　■
　□　                                                     　　　  　 □
  ■                                                 　　　 1995.2.1  ■
  □■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□
　１：目を閉じて　進みし先は　薄氷
        ：はぅ！いきなりどん底な作品(^_^;)

        　３月に人事異動を控え、運を天に任す心境です。
　２：かき氷　やっぱり一番　ミルクがけ
        ：すいません、文字稼ぎです(^_^;)

        　練乳が好きなんですよ、ただそれだけ。
　３：あこがれの　君を映しし　氷面鏡
                いつかは溶けん　この胸の内
        ：こりゃあ、ちょっと苦しいから説明が必要ですね。
        　まず、氷面鏡（ひもかがみ）。
        　読み方も、こんな単語があったのかさえ不安な言葉ですが、
        　自分の記憶の中には確かに存在しているのです。（ちょっと自信なげ）
        　意味は氷の鏡と思って頂ければよいでしょう。
        　あこがれの君の映し出していた心の鏡は、氷であるが為に時が経つと
        　溶けてなくなってしまうのです。
        　自分の熱い思いで溶かすのか、時が経って勝手に溶けるのを待つかは
        　あえて述べませんが……。
　……・……・……・……・……・……・……・……・……・……・……・……・……
        今回は長文は見送り(^_^;)です。書いているうちに
        別のテーマになってしまいどうこじつけても「氷」
        にはならなくなってしまった。
        提出の早さで一番を狙うとか言っておきながら、しかも３句のみ（くぅ！）
        という大失態(^_^;)。言い訳もないです、はい……。
                                              次回はぜひ(^｡^)：いいむ  1980

******************************************************************************

 「こおるまえに」
流れを止めていく
ざわめきが消えていく
　ゆっくりと
　　すこしずつ・・・
何も聞こえなくなり
すべてが白くなり
こころまでも　凍らせていく
全てが凍りついていくとき
ちいさな手を僕に重ねて
  「あたためてほしい・・・」
きみがいった
-------------------------------------------------------------------------

　ごちゃっぺ初投稿です。
　すごく辛いときや悲しいときにかけて貰ったあたたかい一言に救われるときって
　ありますよね。そんな瞬間を詩にしたつもりです。荒削りですけど初投稿ってこ
　とで許してやってください。
                                                3056   　　かわまし
******************************************************************************

　子供の頃は冬になると田んぼに氷がはり良くその上を歩いたものである。
　「あ、あれか。あれって氷の上に雪が積もっから氷の厚さがわかんないんだよな。」そ
う、氷の厚さはわからなかった。結局それが子供心には面白かったのではあるが。
　「んで、たまぁーに氷を踏み抜いて田んぼの泥で足が抜けなくなんだよな。」足が抜け
なくなると、まず子供たちはその子を囲むのである。はまった子供は抜けだそうとあがく
が、あがけばあがくほどズボズボと深みにはまっていくのだ。
　「泣き顔が面白くてなぁー。」皆が囃し立て、子供はワンワンと泣きながら何とか抜け
だそうとする。するときちんとした道を歩く子供・・・例えば優等生の少女などがその子
供を叱るのだ。
　「『なんでセンセの言い付け守らないのよぉ！』なんて叫んでいっちゃうんだよな。」
そして彼女は決して田んぼに踏み込む事はないのである。彼女は彼女の仕事しかしない。
それが彼女の正義なのだろうか？
　「そんで次の日帰りの会でいいつけんだよな。『何々君達のグループが田んぼに入って
た』って。」そして通り掛かったお人好しが助けに来るわけである。
　「そう。でも助けた奴は助けるのが当たり前になってて礼も言われなかったりするんだ
よな。」あまつさえ『遅い！』などとなじられることもある。
　「割を喰うのはお人好し・・・。結局この世の中はそうなのかもしれんな。」
　「だとしたら、悲しいがな。」
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
　直接に言うの嫌。
================================================================================

　とりあえず１本提出します。精神的にぼーっとしていますのでおかしな文章ではありま
すが・・・。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きょくせん
******************************************************************************

　　振れば垂れ散る氷のつけ刃
　　蝉氷昨夜この身を立ちしもの
　　 ﾄｹ
　　氷解れども思い起こせよ神戸の日足らぬなしとて惨な忘れそ
　　氷々と滑って転倒んで氷々
　　　　　　　　　　　　　　どさくさに紛れて隅っこにおいときます　ＭＯＫＥ
******************************************************************************

＞いいむさん　その１　運を天に任せると自信が沸いてくるかも知れない
　　　　　　　　　　　おっといけない  　いきなりブラックなコメント (-_-;

　　　　　　　その２　かき氷はシンプルなのが良い。果物などの固形物が入ってるのは
　　　　　　　　　　　好きになれない、----白玉は別よ。ひきつづいて季節外れ (-｡-;

　　　　　　　その３　氷面鏡ですか。綺麗ですね。またひとつボキャが増えた。
　　　　　　　　　　　調べたら、ちゃんと辞書に載っていたぜ。
　　　　　　　　　　　ついでに、蝉氷（せみごおり）というのもあった。
　　　　　　　　　　　蝉の羽のように透けて薄い氷のことをいうそうな。
　　　　　　　　　　　　＞自分の熱い思いで溶かすのか、--------------------

                      現実のモノとすりゃ、鏡なんて要らないものね、さてさて
＞かわましさん　　知ってか知らずか、君の言ったその言葉が僕を救う。運命の言葉
　　　　　　　　　　常連さんの出品も心強いが、ニューフェイスの登場も大変に
　　　　　　　　　　嬉しいです。次回からもよろしくお願いします。
＞きょくせんさん
　　　　　　　　　　＞「割を喰うのはお人好し・・・。結局この世の中はそうなのかも
　　　　　　　　　　＞しれんな。」
　　　　　　　　　　　　そうなのかそうでないのかわかりません。§^｡^§
　　　　　　　　　　＞「だとしたら、悲しいがな。」
　　　　　　　　　　　　だとしても、悲しくないかもしれない。諦めなのかな @^｡^@

　　　　　　　　　　　　いちいち逆らって申し訳ない。他意ありません。
　　　氷雨吹きすさぶドラ侯爵の館
　　　雷鳴とともに身を捩る蝋燭の炎
　　　消えそで消えぬがごちゃっぺ歌会
　　　常連さんも通りすがりの旦那さんも
　　　寄っててらっしゃい、見てらっしゃい
　　　ついででいいから感想書いてくんなまし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごちゃっぺ歌会　ＭＯＫＥ
